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リ
ス
ボ
ン
大
地
震
一
七
五
五
年
ー
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
的
震
撼

永
冶
日
出
雄

第
四
輯

大
震
災
の
艱
難
と
残
照

論

文

第

四

震
災
後
の
名
歌
手
ラ
ー
フ
と

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
歌
劇
『
イ
ド
メ
ネ
オ
』

第
一
節

リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
余
波
と
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
一
家

第
二
節

テ
ノ
ー
ル
歌
手
ラ
ー
フ
の
名
声
と
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
の
動
静

第
三
節

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
マ
ン
ハ
イ
ム
・
パ
リ
旅
行
と
宮
廷
歌
手
ラ
ー
フ
の
支
援

第
四
節

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
歌
劇
『
イ
ド
メ
ニ
オ
』
の
作
曲
と
主
役
ラ
ー
フ
の
歌
唱

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
七
八
年
八
月
二
一
日
付
神
父
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
宛
書
簡

愚
息
は
昨
年
の
三
月
二
三
日
母
親
と
と
も
に
パ
リ
へ
着
き
ま
し
た
。
ラ
ー
フ
様
も
ま
も
な
く
そ
こ
へ
来
ら
れ
、
旧
交
を
暖
め
た

の
で
す
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
に
会
う
た
め
彼
は
ほ
ど
ん
と
毎
日
来
訪
さ
れ
、
二
時
間
か
ら
三
時
間
一
緒
に
過
ご
し
、
愚
妻
を
ご

母
堂
と
呼
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
愚
息
が
選
帝
侯
の
お
抱
え
に
な
れ
ば
、
最
高
に
嬉
し
い
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
る
に

な
ん
た
る
悲
劇
で
し
ょ
う
。
運
命
の
導
き
に
よ
っ
て
最
愛
な
る
妻
が
病
に
倒
れ
、
二
週
後
に
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
神
よ
！
な

ん
た
る
不
幸
で
し
ょ
う
。
ふ
か
く
敬
愛
す
る
尊
師
様
！
小
生
と
愚
娘
の
有
様
、
ま
た
パ
リ
で
孤
独
と
悲
哀
に
沈
む
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン

グ
の
有
様
を
ご
推
察
く
だ
さ
い
。
選
帝
侯
が
一
旦
マ
ン
ハ
イ
ム
ヘ
戻
ら
れ
た
の
で
、
懇
請
の
た
め
ラ
ー
フ
は
パ
リ
か
ら
そ
こ
へ
出

立
し
ま
し
た
。
離
れ
る
際
に
彼
は
愚
息
へ
の
篤
き
友
情
と
強
い
支
援
を
確
約
さ
れ
、
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
様
か
ら
直
々
の
推
薦
状
を
頂

く
こ
と
が
肝
要
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
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第
一
節

リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
余
波
と
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
一
家

一
七
五
五
年
万
聖
節
の
巨
大
地
震
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
音
楽
家
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
に
も
、
一
抹
の
動
揺
を
及
ぼ
し
た
。

当
地
で
の
震
動
は
感
知
さ
れ
ぬ
程
度
で
あ
っ
た
が
、
レ
オ
ポ
ル
ド
が
と
く
に
不
安
を
抱
い
た
の
は
、
妻
ア
ン
ア
ン
・
マ
リ
ア
の
胎
中
に
息

子
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
が
宿
る
か
ら
で
あ
る
。
地
震
の
衝
撃
を
受
け
る
と
、
妊
婦
は
早
産
し
や
す
い
、
と
の
俗
信
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
は
存
し
た
ら
し
い
。
広
く
親
し
ま
れ
る
知
ら
れ
る
器
楽
曲
『
橇
乗
り
』
を
こ
の
年
作
曲
し
た
彼
は
、
主
著
『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
法
』

そ
り

の
印
刷
に
つ
い
て
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
印
刷
業
者
ル
タ
ー
と
折
衝
を
重
ね
て
い
た
。
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
と
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
生
誕
に
係
わ
る

記
述
と
し
て
、
ル
タ
ー
に
宛
て
た
一
連
の
書
簡
を
抄
訳
す
る
。

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
五
五
年
十
二
月
十
五
日
付
書
簡

宛
先

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
、
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ロ
ッ
タ
ー

発
信

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

・
・
・
最
愛
の
奥
様
が
ま
も
な
く
出
産
の
重
荷
か
ら
無
事
解
放
さ
れ
、
嬉
し
く
も
元
気
な
お
姿
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
貴
家

の
慶
福
を
同
じ
く
祈
る
わ
が
妻
も
、
そ
う
し
た
難
行
を
明
年
一
月
末
に
控
え
て
い
ま
す
。・
・
・

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
五
五
年
十
二
月
二
九
日
付
書
簡

宛
先

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
、
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ロ
ッ
タ
ー

発
信

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

親
愛
な
る
わ
が
友
へ
！

新
し
き
年
を
慶
賀
し
、
誕
生
さ
れ
た
ご
子
息
の
ご
多
幸
を
祈
る
！

奥
様
が
予
定
よ
り
早
く
出
産
の
重
荷
を
無
事
降
ろ
さ
れ
た
こ
と
を
、
わ
が
妻
と
と
も
に
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ

に
お
け
る
地
震
の
衝
撃
が
お
そ
ら
く
早
産
の
原
因
で
し
ょ
う
。
驚
倒
す
る
と
早
産
し
や
す
い
と
、
一
般
に
申
し
ま
す
。
ど
ん
な
地
震
だ
っ

た
の
で
す
か
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
の
情
報
だ
け
で
す
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
、
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
そ
の
ほ
か
各
地
が

が
揺
れ
た
よ
う
で
す
。
酔
人
が
川
に
落
ち
た
か
も
、
寝
台
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
男
が
、
脇
机
で
頭
を
打
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で

は
い
ま
だ
地
震
が
生
じ
ま
せ
ん
。
神
意
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。・
・
・

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
五
六
年
二
月
九
日
付
書
簡

宛
先

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
、
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ロ
ッ
タ
ー

発
信

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

・
・
・
こ
こ
に
書
き
添
え
ま
す
が
、
一
月
二
七
日
夕
宵
八
時
頃
に
わ
が
妻
は
男
の
子
を
無
事
出
産
致
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
産
後
処
置

が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
か
な
り
衰
弱
し
ま
し
た
。
神
の
恵
み
に
よ
り
、
い
ま
は
母
子
と
も
元
気
で
い
ま
す
。
貴
殿
に
よ
ろ
し
く
お
伝

え
く
だ
さ
い
、
と
彼
女
は
申
し
ま
す
。
こ
の
子
を
ヨ
ア
ネ
ス
・
ク
リ
ソ
ス
ト
ム
ス
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
と
名
付
け
ま
し

た
。・
・
・

①

リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
八
八
日
後
呱
々
の
声
を
挙
げ
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
、
三
歳
と
き
か

ら
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
奏
し
、
五
歳
に
し
て
作
曲
を
始
め
た
。
や
が
て
父
レ
オ
ポ
ル
ド
の
同
伴
で
ド
イ
ツ
各
地
へ
の
旅
行
に
出
立
し
、

ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
を
経
て
一
七
六
四
年
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
す
る
。
こ
こ
で
は
英
国
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
に
謁
見
を
賜
り
、
六
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曲
の
ソ
ナ
タ
を
王
妃
シ
ャ
ー
ル
ロ
ッ
ト
に
献
呈
し
た
。
交
響
曲
の
作
曲
や
演
奏
会
の
開
催
を
重
ね
る
一
方
、
八
歳
の
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
は
当
地
の
指
導
的
音
楽
家
ヨ
ハ
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
に
啓
発
さ
れ
、
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
マ
ン
ツ
オ

ー
リ
の
厚
誼
と
指
導
を
う
け
る
。
前
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
歌
手
こ
そ
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
歌
劇
場
柿
落
し
に
出
演
し
、
リ

こ
け
ら

ス
ボ
ン
大
地
震
に
遭
遇
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
。
一
七
六
四
ー
一
七
六
五
年
度
の
国
王
劇
場
公
演
に
招
請
さ
れ
、
そ
こ
で
の
盛
況

を
レ
オ
ポ
ル
ド
は
羨
望
を
も
っ
て
書
き
残
し
た
。
①

一
七
六
九
年
か
ら
始
ま
る
長
期
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
で
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
父
子
は
、
フ
ィ
レ
ン
チ
ェ
に
お
い
て
マ
ン
ツ
オ
ー
リ
と
再
会
し
、

さ
ら
に
ミ
ラ
ノ
と
ナ
ポ
リ
で
評
判
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ア
プ
リ
ー
レ
の
オ
ペ
ラ
出
演
を
観
劇
す
る
。
②

一

七
五
三
年
ナ
ポ
リ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ア
プ
リ
ー
レ
は
、
五
年
後
に
マ
ド
リ
ッ
ド
宮
廷
へ
招
請
さ
れ
、
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
翌
年
ア

ラ
ン
ジ
ュ
エ
ズ
宮
に
お
い
て
コ
ン
フ
ォ
ル
ト
作
曲
の
歌
劇
『
天
才
の
力
』
を
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ラ
ー
フ
と
共
演
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

王
妃
の
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
の
異
母
兄
、
フ
ェ
ル
ヂ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
が
臨
席
し
た
最
後
の
舞
台
で
あ
る
。

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
一
七
七
〇
年
三
月
二
七
付
書
簡
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
近
郊
で
の
フ
ァ
リ
ネ
リ
訪
問
を
誌
す
。
イ
タ
リ
ア

へ
帰
国
し
、
ナ
ポ
リ
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
あ
と
、
一
七
六
一
年
か
ら
閑
静
な
別
荘
に
隠
棲
し
た
の
で
あ
る
。
革
新
的
な
作
曲
家
グ

ル
ッ
ク
は
一
七
六
三
年
に
、
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
ヨ
ゼ
フ
二
世
は
一
七
六
九
年
に
こ
の
山
房
へ
来
訪
し
た
。
ま
た
、『
十
八
世
紀
音

楽
史
』
の
著
者
シ
ャ
ル
ル
・
ブ
ル
ネ
イ
が
数
度
の
会
見
を
懇
請
し
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
回
想
を
筆
記
し
た
。
し
か
し
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
父
子

と
の
会
話
が
ど
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
席
で
天
上
の
歌
声
を
聴
け
た
か
否
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
③

や
が
て
一
七
七
七
年
二
一
歳
に
し
て
す
で
に
二
八
〇
余
曲
の
業
績
を
果
し
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
は
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大

司
教
座
宮
廷
音
楽
家
の
職
務
を
離
れ
、
母
親
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
マ
ン
ハ
イ
ム
＝
パ
リ
旅
行
に
出
立
し
た
。
長
旅
の
主

要
な
目
的
は
各
地
で
作
曲
と
演
奏
を
披
露
し
て
名
声
を
高
め
る
と
と
も
に
、
い
ず
れ
か
の
宮
廷
で
専
属
音
楽
家
と
し
て
任
用
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
旅
の
初
め
に
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
母
子
は
、
ま
ず
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
十
八
日
間
、
つ
い
で
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
に
十
五
日
間
滞
在
し
、

貴
族
の
館
等
で
演
奏
会
を
重
ね
た
が
、
宮
廷
音
楽
家
と
し
て
の
仕
官
は
不
首
尾
で
あ
っ
た
。
④

こ
う
し
た
わ
が
子
ア
マ
デ
ウ
ス
に
、
レ

オ
ポ
ル
ド
は
つ
ぎ
の
旅
先
マ
ン
ハ
イ
ム
に
期
待
を
寄
せ
、
と
く
に
信
頼
で
き
る
名
士
と
し
て
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ
を
推
挙
し
、
尊
敬
す
べ

き
こ
の
名
歌
手
に
支
援
を
仰
ぐ
よ
う
助
言
す
る
。

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
七
七
年
十
月
十
八
日
付
書
簡

宛
先

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
滞
在
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス

発
信

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

・
・
・
そ
な
た
が
マ
ン
ハ
イ
ム
へ
着
い
て
、
全
幅
に
信
頼
で
き
る
著
名
人
は
ラ
ー
フ
殿
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
は
信
仰
に
篤
く
、
尊
敬
す
べ

き
人
物
で
、
同
胞
た
る
ド
イ
ツ
人
を
愛
し
、
そ
な
た
に
多
大
の
助
言
や
支
援
を
さ
れ
る
と
思
う
。
ラ
ー
フ
殿
の
ご
尽
力
で
、
ど
う
か
選

帝
侯
へ
の
拝
謁
と
冬
期
の
滞
在
が
許
さ
れ
、
そ
な
た
が
真
価
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
と
念
じ
る
。
こ
の
方
が
最
良
の
助

言
を
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
な
た
も
内
密
な
相
談
が
で
き
る
よ
う
信
頼
を
得
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
ダ
ン
ナ
ー
殿
は

私
の
旧
友
で
懇
意
な
間
柄
で
あ
り
、
喜
ん
で
案
内
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
自
身
の
計
画
を
ラ
ー
フ
殿
以
外
に
は
だ
れ
に
も
漏
ら
し
て
は

な
ら
ぬ
。・
・
・

⑤
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第
二
節

テ
ノ
ー
ル
歌
手
ラ
ー
フ
の
名
声
と
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
の
動
静

マ
ン
ハ
イ
ム
を
訪
れ
る
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
が
、
全
幅
に
信
頼
で
き
る
名
士
と
し
て
父
レ
オ
ポ
ル
ト
か
ら
推
挙
さ
れ
た
の
は
、
や
が
て
十
八

世
紀
最
高
の
テ
ノ
ー
ル
と
讃
え
ら
れ
る
声
楽
家
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ
で
あ
る
。
一
七
五
五
年
三
月
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
い
て
テ
ェ
ー
ジ
ョ
新

歌
劇
場
柿
落
し
の
主
役
を
演
じ
た
あ
と
、
彼
は
十
一
月
に
勃
発
し
た
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
被
災
を
免
れ
た
。
こ
の
僥
倖
を
天
に
感
謝
す

べ
く
、
ラ
ー
フ
は
故
郷
の
ボ
ン
選
帝
侯
領
に
礼
拝
堂
を
寄
進
す
る
。
一
九
九
四
年
に
執
筆
さ
れ
た
ア
ロ
イ
ス
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
ル

ボ
ガ
ス
ト
の
小
伝
『
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ
ー
ヘ
ル
チ
ェ
ン
・
ネ
ポ
ム
ク
礼
拝
堂
の
再
建
者
』
に
は
同
礼
拝
堂
の
由
来
と
と

も
に
ラ
ー
フ
の
略
伝
が
記
載
さ
れ
る
。
以
下
ラ
ー
フ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
こ
の
論
文
を
参
照
す
る
。
一
七
一
四
年
こ
の
名
歌
手

は
ラ
イ
ン
河
流
域
の
都
市
ゲ
ル
ス
ド
ル
フ
で
出
生
し
、
ま
も
な
く
そ
の
一
家
は
近
く
の
村
落
ホ
ル
チ
ェ
ン
（
現
在
の
地
名
は
ヴ
ァ
ハ
ト
ベ
ル

ク
）
へ
移
転
し
た
。
ゲ
ル
ス
ド
ル
フ
と
ホ
ル
チ
ェ
ン
は
ケ
ル
ン
大
司
教
の
所
領
に
あ
り
、
と
も
に
ボ
ン
南
方
の
近
郊
に
位
置
す
る
。
①

ホ
ル
チ
ェ
ン
村
南
端
の
聖
ヨ
ハ
ネ
ス
＝
ネ
ポ
ム
ク
礼
拝
堂
は
設
立
二
五
〇
年
を
い
ま
や
（
一
九
九
四
年
）
迎
え
る
。
そ
の
門
口

上
部
の
梁
に
は
一
七
四
四
年
と
刻
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三
位
一
体
な
る
神
と
聖
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ネ
ポ
ム
ッ
ク
を
祀
る
べ
く
慈
善
家
が
こ
の
建
築
を
造
営
し
た
。
門
口
に
示
さ
れ
た
朱
色
の

ロ
ー
マ
数
字
は
建
造
の
年
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
礼
拝
堂
に
は
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ
広
場
と
呼
ば
れ
る
前
庭
が
備
わ
る
。

と
き
に
は
教
会
自
体
が
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ
礼
拝
堂
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
な
る
人
名
と
建
築
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、

本
稿
の
課
題
で
あ
る
。〔
中
略
〕

ラ
ー
フ
の
父
親
は
グ
ド
ナ
ウ
城
の
管
理
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
お
そ
ら
く
一
定
の
資
産
を
有
し
、
ボ
ン
に
あ
る
イ
エ
ス
ズ
会
の

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
へ
息
子
を
入
学
さ
せ
る
。
一
七
二
六
年
の
文
書
に
は
第
三
学
級
の
生
徒
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ
が
イ
エ
ス
ズ
会
演
劇

の
楽
団
員
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。
こ
の
年
彼
は
聖
職
者
の
道
に
入
る
希
望
を
示
し
、
の
ち
の
ち
ま
で
そ
れ
を
棄
て
な
か
っ
た
。〔
中

略
〕
著
名
な
声
楽
家
ラ
ー
フ
が
二
十
歳
に
し
て
初
め
て
専
門
的
な
修
業
に
入
り
、
歌
曲
や
ア
リ
ア
を
学
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
演
奏
会
で
彼
が
歌
い
、
ボ
ン
宮
廷
に
伝
わ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
や
か
て
ケ
ル
ン
選
帝
侯
ク
レ
メ
ン
ス
・
ア

ウ
グ
ス
ト
が
聴
き
に
来
ら
れ
、
そ
の
美
声
に
感
嘆
す
る
。
一
七
三
六
年
に
は
ボ
ン
宮
廷
で
イ
タ
リ
ア
・
オ
ラ
ト
リ
オ
が
上
演
さ

れ
、
若
き
ラ
ー
フ
の
歌
唱
が
絶
大
な
喝
采
を
博
し
た
。
こ
の
年
同
宮
廷
か
ら
彼
が
供
さ
れ
た
年
俸
は
二
〇
〇
フ
ロ
ー
リ
ン
で
あ

る
。
②

さ
ら
に
ラ
ー
フ
一
七
三
七
年
バ
バ
リ
ア
選
帝
侯
に
も
招
か
れ
、
謝
肉
祭
の
公
演
に
お
い
て
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し
て
最
初
の
成
功
を

収
め
る
。
ま
も
な
く
ク
レ
メ
ン
ス
・
ア
ウ
グ
ス
ト
の
支
援
に
よ
っ
て
彼
は
イ
タ
リ
ア
に
留
学
し
、
著
名
な
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
ア

ン
ト
ニ
オ
・
マ
リ
ア
・
ベ
ル
ナ
ッ
チ
の
薫
陶
を
受
け
る
。
以
後
彼
は
ボ
ロ
ー
ニ
ア
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
喝
采
を
博

し
、
一
七
四
二
年
か
ら
ボ
ン
宮
廷
に
復
帰
し
た
。
一
七
四
九
年
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
主
宰
の
祭
典
と
し
て
ウ
イ
ー
ン
に
お
い
て
ナ
ポ
リ

人
製
作
の
オ
ペ
ラ
三
つ
が
企
画
さ
れ
、
作
曲
家
ニ
コ
ロ
・
ヨ
ン
メ
ッ
リ
は
ボ
ン
第
一
の
テ
ノ
ー
ル
、
ラ
ー
フ
登
用
に
よ
っ
て
絶
大
な

成
功
を
収
め
、
以
後
両
者
は
友
誼
で
結
ば
れ
る
。
翌
年
ラ
ー
フ
は
ト
リ
ノ
に
お
け
る
サ
ヴ
ォ
ワ
公
家
婚
礼
祝
賀
の
歌
劇
に
出
演
し
、
さ

ら
に
一
七
五
一
年
パ
ド
ゥ
ヴ
ァ
新
歌
劇
場
の
柿
落
し
に
も
登
場
し
た
。

一
七
五
〇
年
に
即
位
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
ジ
ョ
ゼ
一
世
は
宮
廷
音
楽
の
振
興
を
念
願
と
し
、
ロ
ー
マ
駐
在
の
大
使
を
介
し
て
国
務

尚
書
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
・
エ
・
メ
ロ
が
、
ジ
ツ
ィ
エ
ロ
や
ラ
ー
フ
な
ど
著
名
歌
手
の
招
聘
を
調
え
た
。
年
俸
二
〇
〇
フ
ロ
ー
リ
ン
の
契
約
を
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結
ん
だ
ラ
ー
フ
は
、
一
七
五
二
年
リ
ス
ボ
ン
に
到
着
し
た
。
同
年
九
月
十
二
日
リ
ベ
イ
ラ
王
宮
西
側
に
新
設
さ
れ
た
テ
ア
ト
ロ
・
ド
・

フ
ォ
ル
テ
に
お
い
て
メ
タ
ス
タ
シ
オ
の
脚
本
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ペ
レ
ー
ズ
の
作
曲
に
よ
る
歌
劇
『
ペ
ル
シ
ャ
王
シ
ロ
エ
』
の
初
演
が
行
わ
れ
、

彼
は
ジ
ツ
ィ
エ
ロ
、
ガ
リ
エ
ニ
、
ル
シ
ア
ニ
ら
と
共
演
す
る
。
以
後
彼
は
翌
年
謝
肉
祭
に
お
け
る
歌
劇
『
見
捨
て
ら
れ
た
デ
ィ
オ
ー
ネ
』

を
は
じ
め
い
く
つ
の
舞
台
に
登
場
す
る
が
、
一
七
五
五
年
テ
ー
ジ
ョ
歌
劇
場
柿
落
し
と
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に
至
る
経
過
は
、
ア
ル
ボ
ガ
ス

ト
に
よ
る
小
伝
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。
①

一
七
五
二
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
の
招
請
に
応
じ
、
ラ
ー
フ
は
リ
ス
ボ
ン
に
着
い
た
。
こ
の
都
会
に
お
け
る
三
ヵ
年
の
輝
か
し
い

活
躍
は
、
新
た
に
招
か
れ
た
ナ
ポ
リ
人
ペ
レ
ー
ズ
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
、
宮
廷
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
三
つ
の
オ
ペ
ラ
か
ら
始
っ
た
。

と
は
い
え
、
同
行
す
る
友
人
の
悲
劇
的
な
自
殺
を
遂
げ
た
た
め
に
数
ヵ
月
彼
は
沈
痛
な
様
子
に
あ
っ
た
。
一
七
五
五
年
四
月
二

日
テ
ー
ジ
ョ
新
歌
劇
場
が
開
幕
し
、
こ
れ
に
接
し
た
外
国
人
観
客
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
っ
と
も
豪
華
な
劇
場
と
評
判
を
広
げ
た
。

柿
落
し
は
、（
宮
廷
作
曲
家
）
ペ
レ
ー
ズ
に
よ
る
『
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
キ
キ
サ
ン
ド
ル
大
王
』
で
あ
っ
て
、
ラ
ー
フ
が
主
役
の

ひ
と
つ
を
担
っ
た
。
彼
の
歌
唱
は
ま
さ
し
く
黄
金
の
輝
き
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
七
ヵ
月
後
の
一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
凄
惨
な
地

震
に
よ
っ
て
隣
接
の
王
宮
、
壮
大
な
建
造
物
が
壊
滅
す
る
。
つ
と
に
八
月
ラ
ー
フ
は
マ
ド
リ
ッ
ド
へ
移
っ
て
い
た
が
、
彼
が
滞
在

し
た
宿
舎
を
も
巨
大
地
震
は
破
壊
し
た
。
古
文
書
に
よ
れ
ば
、
幸
運
に
も
被
災
を
免
れ
た
こ
と
を
名
歌
手
は
天
に
感
謝
し
、
一

七
五
六
年
ホ
ル
チ
ェ
ン
に
ネ
ポ
ム
ク
礼
拝
堂
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
年
歴
は
礼
拝
堂
門
口
の
銘
文
と
合
致
し
な

い
。
②

ち
な
み
に
大
地
震
を
契
機
と
し
て
ラ
ー
フ
の
寄
進
に
よ
り
ネ
ポ
ム
ク
礼
拝
堂
の
建
築
が
実
施
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
な
る
ア

ル
ボ
ガ
ス
ト
の
論
文
に
よ
っ
て
も
な
お
決
着
で
き
ず
、
考
証
上
の
微
妙
な
問
題
が
伏
在
す
る
。
礼
拝
堂
の
銘
文
が
誤
り
と
し
て
も
、
震

災
直
後
の
一
七
五
六
年
ラ
ー
フ
は
、
他
の
被
災
音
楽
家
と
と
も
に
マ
ド
リ
ッ
ド
に
止
ま
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
ド
イ
ツ
に
お
け

る
礼
拝
堂
の
寄
進
と
建
造
再
建
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
疑
問
で
あ
る
。

さ
て
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
招
請
に
よ
っ
て
大
地
震
の
三
ヵ
月
前
に
マ
ド
リ
ッ
ド
に
到
着
し
た
ラ
ー
フ
は
、
九
月
三
日
国
王
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
ド
六
世
の
生
誕
記
念
日
に
ビ
エ
ン
・
レ
テ
ィ
ロ
宮
廷
劇
場
で
真
価
を
発
揮
し
た
。
こ
の
日
上
演
さ
れ
た
の
は
や
は
り
メ
タ
ス
タ
シ
オ
の

台
本
に
よ
る
歌
劇
『
デ
モ
フ
ォ
オ
ン
テ
』
で
あ
っ
て
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
カ
ス
テ
リ
ー
ニ
や
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
マ
ン
ゾ
ー
リ
と
の
共
演
で

あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
王
都
に
お
い
て
テ
ノ
ー
ル
の
名
歌
手
ラ
ー
フ
は
著
名
な
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
カ
ル
ロ
・
ブ
ロ
ッ
シ
、
す
な
わ
ち
フ

ァ
リ
ネ
リ
と
一
緒
に
な
っ
た
。
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
ス
ペ
イ
ン
の
劇
場
を
革
新
し
、
マ
ド
リ
ッ
ド
近
郊
の
離
宮
ブ
エ
ン
・
レ
テ
ィ
ロ
に
輝

か
し
い
オ
ペ
ラ
を
開
花
さ
せ
た
。
彼
は
こ
う
し
た
宮
廷
芸
術
の
総
監
督
で
あ
る
と
と
も
に
、
声
楽
家
と
し
て
稀
有
な
才
能
を
病

身
の
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
と
そ
の
後
継
者
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
に
も
っ
ぱ
ら
捧
げ
て
い
た
。
ラ
ー
フ
も
ス
ペ
イ
ン
で
優
遇
さ
れ
て
、

快
適
な
日
々
を
過
し
、
舞
台
で
の
活
躍
は
多
大
の
称
讃
を
博
す
。
余
暇
に
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
び
、
セ
ル
ヴ
ァ
ン
テ
ス
著
『
ド
ン

・
キ
ホ
ー
テ
』
を
読
ん
だ
と
さ
れ
る
。
出
演
し
た
歌
劇
と
し
て
は
ヴ
ィ
ン
チ
作
曲
『
捨
て
ら
れ
た
デ
ィ
ド
ー
ネ
』
が
挙
げ
ら
れ

る
。
一
七
五
九
年
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
は
逝
去
し
、
カ
ル
ロ
三
世
が
即
位
す
る
や
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
国
外
へ
の
退
去
を
命
じ

ら
れ
る
。
こ
れ
に
同
行
し
て
ラ
ー
フ
も
歌
劇
の
都
ナ
ポ
リ
へ
帰
り
、
一
七
七
〇
年
ま
で
サ
ン
・
カ
ル
ロ
劇
場
で
歌
い
続
け
た
。

イ
タ
ル
ア
へ
帰
国
し
た
ラ
ー
フ
は
、
ナ
ポ
リ
の
サ
ン
カ
ル
ロ
劇
場
を
拠
点
と
し
て
一
七
六
〇
年
か
ら
一
七
七
〇
年
ま
で
活
躍
す
る
。
こ

の
時
期
に
歌
劇
『
ウ
テ
ィ
カ
の
カ
ト
ー
』
や
『
イ
ン
ド
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
』
の
初
演
で
主
役
を
担
い
、
作
曲
者
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
ク
リ
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ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
（
大
バ
ッ
ハ
の
十
一
男
）
と
親
交
を
結
ん
だ
。
さ
ら
に
彼
は
イ
タ
リ
ア
各
地
へ
演
奏
旅
行
を
繰
返
し
、
ボ
ロ
ー
ニ
ア

で
隠
棲
せ
る
フ
ァ
リ
ネ
リ
を
訪
ね
、
ロ
ー
マ
で
は
教
皇
よ
り
黄
金
拍
車
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
。

メ
ス
タ
シ
オ
の
脚
本
に
ヨ
ン
メ
ッ
リ
が
作
曲
を
付
し
た
歌
劇
『
執
政
官
ア
テ
ィ
リ
ウ
ス
・
レ
グ
ル
ス
』
が
ナ
ポ
リ
で
初
演
さ
れ
た
の
は
、

一
七
六
一
年
三
月
二
三
日
で
あ
る
。
十
二
年
前
ウ
イ
ー
ン
で
の
初
舞
台
か
ら
そ
の
清
澄
な
歌
唱
を
称
讃
す
る
メ
ス
タ
シ
オ
は
、
こ
の
企

画
に
一
抹
の
危
惧
を
抱
い
て
い
た
。
一
七
三
〇
年
国
王
カ
ル
ロ
ス
三
世
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
サ
ン
・
カ
ル
ロ
劇
場
が
、
あ
ま
り
に
壮
大

で
あ
る
こ
と
も
不
安
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
膨
大
な
メ
ス
タ
シ
オ
書
簡
集
の
編
纂
者
で
あ
る
バ
ー
ネ
イ
の
解
説
と
と
も
に
、『
執
政
官
ア
テ
ィ

リ
ウ
ス
・
レ
グ
ル
ス
』
公
演
を
め
ぐ
る
台
本
作
者
自
身
の
思
惑
を
訳
出
す
る
。
①

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ル
ネ
イ
編
著
『
故
メ
ス
タ
シ
オ
の
生
涯
と
文
書
』

つ
ぎ
の
書
簡
は
日
付
を
有
し
な
い
が
、『
執
政
官
ア
テ
ィ
リ
ウ
ス
・
レ
グ
ル
ス
』
が
初
め
て
ナ
ポ
リ
で
公
演
さ
れ
た
一
七
五
一
年
（
マ
マ
）
に
お
そ
ら
く
書

か
れ
た
。
初
期
か
ら
の
パ
ト
ロ
ン
、
デ
ル
モ
ン
テ
公
妃
へ
宛
て
た
同
書
簡
に
お
い
て
、
メ
ス
タ
シ
オ
は
こ
の
歌
劇
の
成
功
を
信
じ
る
彼
女
の
楽
観
的
な
期
待

を
制
御
し
て
い
る
。・
・
・

メ
ス
タ
シ
オ

デ
ル
モ
ン
テ
公
妃
宛
書
簡
（
日
付
不
明
）

歌
劇
『
執
政
官
ア
テ
ィ
リ
ウ
ス
・
レ
グ
ル
ス
』
は
誇
り
う
る
自
作
で
あ
り
、
親
愛
な
る
ラ
ー
フ
は
比
類
な
き
歌
手
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
双
方
は
相
性
が
悪
く
、
組
み
合
せ
る
と
、
共
倒
れ
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
レ
グ
ル
ス
を
演
じ
れ
ば
、
哀
れ
に
も
ラ

ー
フ
は
失
敗
し
、
主
役
の
み
な
ら
ず
歌
劇
自
体
が
誤
算
と
な
る
の
で
す
。
主
役
が
大
技
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
成
功
し
ま

せ
ん
。
わ
が
ラ
ー
フ
は
こ
の
大
役
を
支
え
る
体
力
に
欠
け
ま
す
。
幾
多
の
経
験
か
ら
こ
う
し
た
判
断
を
下
す
の
で
す
。
公
妃
様
よ
、
あ

な
た
を
敬
愛
し
、
卓
越
し
た
ラ
ー
フ
の
才
能
に
感
嘆
す
る
余
輩
を
、
な
に
と
ぞ
信
頼
く
だ
さ
い
。・
・
・

こ
れ
な
る
歌
劇
の
公
演
は
予
想
に
外
れ
、
メ
ス
タ
シ
オ
に
多
大
の
喜
悦
を
与
え
た
。
比
類
な
き
ラ
ー
フ
が
万
難
を
克
服
し
た
の
で
あ
る
。
劇
作
家
家
自

身
の
予
想
で
は
な
く
、
デ
ル
モ
ン
テ
公
妃
の
そ
れ
が
的
中
し
た
。
ラ
ー
フ
の
才
幹
に
対
す
る
全
幅
の
信
頼
が
、
ナ
ポ
リ
で
の
舞
台
に
先
立
つ
メ
ス
タ
シ
オ

の
危
惧
を
凌
駕
し
た
の
で
あ
る
。
公
妃
に
宛
て
た
別
の
書
簡
で
メ
ス
タ
シ
オ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
彼
を
擁
護
も
し
た
。

メ
ス
タ
シ
オ

デ
ル
モ
ン
テ
公
妃
宛
書
簡
（
日
付
不
明
）

ど
こ
で
歌
お
う
と
、
比
類
な
き
わ
が
ラ
ー
フ
が
聴
衆
の
心
情
を
、
魅
了
す
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
が
、
伝
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
は
、
予
定
さ
れ
る
劇
場
は
巨
大
過
ぎ
る
よ
う
で
、
そ
こ
で
も
ラ
ー
フ
の
繊
細
で
高
雅
な
表
現
が
発
揮
さ
れ
、
ま
さ
し
く
彼
特
有
の

驚
嘆
す
べ
き
歌
唱
を
聴
け
る
と
は
、
推
断
し
難
い
の
で
す
。
事
実
を
省
み
ぬ
立
論
で
は
な
い
と
、
公
妃
様
は
申
さ
れ
ま
す
。
予
言
す
る
の
で
は

な
く
、
推
論
す
る
の
が
肝
要
と
余
輩
は
お
答
え
し
ま
し
ょ
う
。・
・
・

②

な
お
、
一
七
四
〇
年
メ
ス
タ
シ
オ
が
執
筆
し
た
『
執
政
官
ア
テ
ィ
リ
ウ
ス
・
レ
グ
ル
ス
』
は
、
一
七
五
三
年
ヨ
ン
メ
ッ
リ
の
作
曲
に
よ

り
一
七
五
三
年
一
月
ロ
ー
マ
の
テ
ア
ト
ロ
・
デ
レ
・
ダ
ー
メ
で
初
演
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
主
役
を
担
っ
た
の
は
、
カ
ス
ト

ラ
ー
ト
歌
手
ヴ
ェ
ン
ツ
ー
ラ
・
ロ
セ
ッ
ッ
テ
ィ
で
あ
っ
て
、
ラ
ー
フ
は
出
演
し
て
い
な
い
。
高
名
な
音
楽
史
家
バ
ー
ネ
イ
の
判
断
で
は
あ
る

が
、
さ
き
の
書
簡
の
日
付
を
一
七
五
一
年
と
す
る
解
説
は
一
七
六
〇
年
頃
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ナ
ポ
リ
在
住
の
デ
ル
モ
ン
テ
公
妃
ア
ン
ナ
・
フ
ラ
ン
シ
ェ
ス
カ
は
学
芸
の
パ
ト
ロ
ン
ト
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
劇
作
家
メ
ス
タ
シ
オ
は
つ
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と
に
一
七
二
一
年
デ
ル
モ
ン
テ
公
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ピ
ニ
ャ
ッ
テ
リ
と
の
婚
礼
に
際
し
、
セ
レ
ナ
ー
ド
「
結
婚
頌
歌
」
を
執
筆
し
た
。
同
公

家
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
ジ
ェ
ノ
ア
の
名
門
に
由
来
し
、
一
六
一
九
年
ス
ペ
イ
ン
王
権
か
ら
爵
位
を
授
け
ら
れ
た
。
両
シ
チ
リ
ア
王
国
の
奪

還
を
狙
う
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
、
一
七
三
四
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
を
奇
貨
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
に
ジ
ェ
ノ
ア
へ

の
上
陸
を
命
じ
、
彼
女
の
実
子
、
パ
ル
ム
公
カ
ル
ロ
ス
が
こ
れ
に
合
流
し
て
ナ
ポ
リ
を
占
領
す
る
。
悪
政
を
重
ね
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の

総
督
は
敗
走
し
、
カ
ル
ロ
ス
は
南
イ
タ
リ
ア
の
繁
栄
を
約
束
し
て
、
即
位
の
宣
言
を
行
っ
た
。
他
方
反
撃
に
転
じ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勢

力
が
、
最
高
司
令
官
に
擁
立
し
た
の
が
、
地
元
の
高
家
に
し
て
軍
部
に
功
績
の
あ
る
デ
ル
モ
ン
テ
公
ア
ン
ト
ニ
オ
で
あ
る
。
や
が
て
イ
タ

リ
ア
半
島
の
東
南
端
に
お
け
る
ビ
ト
ン
ト
の
戦
い
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
率
い
る
騎
兵
隊
が
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
の
大
軍
に
撃
破
さ
れ
、
敗
北
を

喫
す
る
。
こ
う
し
て
王
位
を
確
立
し
た
カ
ル
ロ
ス
三
世
は
、
以
後
デ
ル
モ
ン
ト
公
家
の
家
柄
と
栄
誉
を
尊
重
す
る
。
一
七
三
五
年
に
は

ス
ペ
イ
ン
王
権
か
ら
金
羊
毛
騎
士
団
勲
章
を
、
ま
た
一
七
六
五
年
に
は
両
シ
チ
リ
ア
王
国
国
王
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
一
世
か
ら
聖
ヤ
ヌ
ア

リ
ウ
ス
勲
章
を
授
け
ら
れ
た
デ
ル
モ
ン
テ
公
ア
ン
ト
ニ
オ
は
一
七
七
一
年
に
他
界
し
た
。
な
お
、
補
論
で
述
べ
る
と
お
り
、
伴
侶
を
喪
っ

た
悲
痛
で
精
神
疾
患
に
冒
さ
れ
た
公
妃
は
、
歌
手
ラ
ー
フ
の
歌
唱
に
よ
っ
て
快
癒
し
、
一
七
七
九
年
ま
で
存
命
し
た
。
①

ラ
ー
フ
が
故
郷
の
ラ
イ
ン
地
方
に
定
住
す
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
へ
帰
還
し
て
十
年
後
、
一
七
七
〇
年
か
ら
で
あ
る
。
宮
廷
音
楽
家
と
し

て
の
マ
ン
ハ
イ
ム
時
代
に
つ
い
て
、
ア
ル
ボ
ガ
ス
ト
は
手
短
か
に
誌
す
。

一
七
七
〇
年
八
月
ラ
ー
フ
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
カ
ル
ロ
・
テ
オ
ド
ー
ル
に
招
請
さ
れ
、
マ
ン
ハ
イ
ム
で
仕
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
年
俸
一
五
〇
〇
フ
ロ
ー
リ
ン
を
支
給
さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
も
っ
と
も
著
名
な
舞
台
で
歌
う
の
で
あ
る
。
ピ
シ
ー
ニ
、
バ

ッ
ハ
、
ホ
ル
ツ
バ
ウ
ア
ー
の
作
品
に
登
場
し
、
オ
ペ
ラ
の
公
演
に
際
し
て
多
数
の
音
楽
家
、
な
か
で
も
ヨ
ハ
ン
・
ク
リ
ス
テ

ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
と
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
と
交
誼
を
深
め
た
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
と
は
と
く
に
親
し
く
一
七
七
二
年
パ
リ
へ
の
旅
に

も
同
行
す
る
。
一
七
七
八
年
ラ
ー
フ
は
ヴ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
に
招
か
れ
て
、
ル
ド
ウ
ィ
ッ
グ
ス
ブ
ル
ク
城
で
ヨ
ン
メ
ッ
リ
作
曲
の

オ
ペ
ラ
に
出
演
し
た
。
②

第
三
節

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
マ
ン
ハ
イ
ム
・
パ
リ
旅
行
と
宮
廷
歌
手
ラ
ー
フ
の
支
援

一
七
四
三
年
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
を
相
続
し
た
カ
ル
ロ
・
テ
オ
ド
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
へ
の
関
心
が
深
く
、
一
七
二
四
年
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
に
代
っ
て
首
都
へ
昇
格
し
た
マ
ン
ハ
イ
ム
に
と
っ
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
こ
そ
模
範
と
考
え
た
。
彼
は
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
を
創
設
し
、

国
民
劇
場
の
建
設
や
図
書
館
の
充
実
を
達
成
す
る
。
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
〈
マ
ン
ハ
イ
ム
楽
派
〉
と
呼
ば
れ
る
音
楽
部
門
で
あ
っ
て
、

世
界
の
い
か
な
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
マ
ン
ハ
イ
ム
管
弦
楽
団
を
凌
駕
で
き
ぬ
と
評
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
演
劇
や
音
楽
の
活
動
で
は
ド
イ
ツ

選
帝
侯
奨
励
の
も
と
に
、
し
ば
し
ば
ド
イ
ツ
の
詩
人
が
脚
色
し
、
ド
イ
ツ
の
音
楽
家
が
作
曲
し
、
ド
イ
ツ
の
歌
手
が
歌
唱
し
、
民
族
的

自
覚
の
先
駆
と
し
て
多
く
の
ド
イ
ツ
人
芸
術
家
が
マ
ン
ハ
イ
ム
も
参
集
し
た
。

マ
ン
ハ
イ
ム
生
れ
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
カ
ン
ナ
ビ
ヒ
は
十

七
年
間
マ
ン
ハ
イ
ム
管
弦
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
勤
め
、
し
ば
し
ば
ハ
リ
へ
派
遣
さ
れ
た
の
ち
、
の
ち
に
同
楽
団
の
音
楽
監
督
に

就
任
し
た
。
ま
た
、
ウ
イ
ー
ン
宮
廷
劇
場
の
カ
ペ
ル
マ
イ
ス
タ
で
あ
っ
た
作
曲
家
イ
グ
ナ
ー
ツ
・
ホ
ル
ツ
バ
ウ
ア
ー
は
、
一
七
五
三
年
マ

ン
ハ
イ
ム
宮
廷
に
招
請
さ
れ
。
ド
イ
ツ
語
歌
劇
の
興
隆
を
進
め
た
。
③

一
七
七
七
年
九
月
二
三
日
母
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
と
と
も
に
ザ
ル
ツ
ブ
ク
を
出
立
し
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
た
の
ち
、
同
年
十
月
三
十
日
マ
ン
ハ
イ
ム
に
到
着
す
る
。
有
、
ま
も
な
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
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ン
奏
者
ダ
ア
ナ
ー
父
子
の
案
内
に
よ
っ
て
か
れ
は
コ
ン
サ
ー
ト
・
マ
ス
タ
ー
の
カ
ン
ナ
ビ
や
楽
長
の
ホ
ル
ツ
バ
ウ
ア
ー
を
訪
問
す
る
。
そ
の

際
に
彼
は
カ
ン
ナ
ビ
の
娘
の
た
め
ソ
ナ
タ
を
書
き
、
管
楽
奏
者
に
は
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
を
献
呈
し
た
。
お
り
し
も
マ
ン
ハ
イ
ム
宮
廷
で
は

十
一
月
四
日
防
災
の
守
護
聖
人
ポ
ロ
メ
オ
の
祝
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
祝
典
が
催
さ
れ
、
ホ
ル
ツ
バ
ウ
ア
ー
作
曲
の
ド
イ
ツ
語
歌
劇

ホ
ル
ツ
バ
ウ
ア
ー
作
曲
『
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
』
が
上
演
さ
れ
る
と
と
も
に
、
第
三
日
に
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
自

身
が
ピ
ア
ノ
演
奏
を
披
露
し
た
。
舞
台
に
お
け
る
高
齢
の
ラ
ー
フ
を
彼
が
認
識
し
た
の
は
、
こ
の
祝
典
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
う
し
た
到

着
直
後
の
消
息
に
つ
い
て
は
夫
に
宛
て
た
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
の
書
簡
が
よ
り
詳
細
で
あ
り
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
自
身
の
報
告
は
追
伸
と
し

て
添
付
さ
れ
る
。
①

な
か
で
も
同
年
十
一
月
十
四
日
付
両
者
の
便
り
は
、
名
歌
手
と
大
作
曲
家
の
感
動
的
な
連
携
の
端
緒
を
語
る
貴

重
な
史
料
で
あ
る
。

マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
七
七
年
十
一
月
十
四
日
付
書
簡

宛
先

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
在
住
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
宛

マ
ン
ハ
イ
ム
、
一
七
七
七
年
十
一
月
十
四
日

愛
し
き
背
の
君
へ

昨
日
そ
ち
ら
に
手
紙
を
送
り
ま
し
た
が
、
重
ね
て
今
日
別
の
便
り
を
書
き
始
め
ま
す
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
が
ラ
ー
フ
様
の
ご
好
意
を
得

た
か
、
と
あ
な
た
は
お
手
紙
で
問
わ
れ
ま
し
た
。
お
答
え
で
き
る
の
は
、
こ
の
方
が
立
派
で
篤
実
な
人
物
で
、
そ
れ
以
上
に
は
な
に
も
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
か
っ
て
は
素
晴
し
い
歌
手
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
、
今
回
の
オ
ペ
ラ
公
演
で
も
歌
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
ご
老
体
の
マ
イ
ス

ナ
ー
様
と
同
じ
く
衰
え
は
目
立
ち
ま
す
。
む
し
ろ
私
は
マ
イ
ス
ナ
ー
様
の
歌
を
聴
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
ラ
ー
フ
様
は
き
わ

め
て
篤
実
な
お
方
で
、
私
も
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
で
お
話
し
し
ま
し
た
。
わ
が
子
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
の
実
力
に
驚
嘆
さ
れ
、
祝
福
の
言
葉
を

私
に
申
さ
れ
ま
し
た
。
楽
長
ホ
ル
ツ
バ
ウ
ア
ー
様
に
も
彼
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
書
簡
へ
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
追
伸

・
・
・
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
は
手
短
か
に
書
き
ま
す
。
ホ
ル
ツ
バ
ウ
ア
ー
の
音
楽
は
非
常
に
美
し
い
の
で
す
が
、
詩
文
が
そ
れ
に
釣
り
合
い

ま
せ
ん
。
音
楽
に
は
信
じ
難
い
ほ
ど
の
熱
気
が
あ
り
、
ホ
ル
ツ
バ
ウ
ア
ー
ほ
ど
の
ご
老
体
が
、
か
く
も
精
神
の
輝
き
を
示
す
こ
と
に
と
り

わ
け
感
嘆
し
ま
し
た
。
プ
リ･

マ
ド
ン
ア
を
演
じ
た
エ
リ
サ
ベ
タ
・
ヴ
ェ
ン
ド
リ
ン
グ
夫
人
は
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
奥
様
で
は
な
く
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
奏
者
の
奥
様
で
す
が
、
病
弱
の
身
で
す
。
し
か
も
こ
の
オ
ペ
ラ
は
彼
女
を
予
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
在
住
の
ダ
ン

ツ
ィ
な
る
歌
手
を
念
頭
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
ヴ
ェ
ン
ド
リ
ン
グ
夫
人
に
は
適
せ
ず
、
高
音
す
ぎ
ま
す
。
ラ
ー
フ
殿
は
ア
リ
ア
四
つ
と
小

節
四
百
五
〇
ほ
ど
の
曲
を
一
気
に
歌
た
の
で
、
そ
の
歌
唱
が
冴
え
ぬ
原
因
は
な
に
よ
り
も
声
音
に
あ
る
、
と
ぼ
く
は
気
づ
き
ま
し
た
。

ア
リ
ア
の
歌
い
始
め
を
聴
く
な
ら
ば
、
こ
れ
が
老
い
た
る
ラ
ー
フ
、
か
っ
て
著
名
で
あ
っ
た
名
テ
ノ
ー
ル
と
は
思
わ
ず
、
だ
れ
し
も
心
の

底
で
笑
う
で
し
ょ
う
。
こ
れ
こ
そ
現
実
だ
、
と
自
分
は
考
え
込
み
ま
し
た
。
歌
う
の
が
ラ
ー
フ
で
あ
る
と
知
ら
な
け
れ
ば
、
と
も
に
笑
っ

た
で
し
ょ
う
。
反
対
に
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
し
、
ぼ
く
は
そ
れ
を
濡
ら
し
た
の
で
す
。
当
地
の
人
が
言
う
よ
う
に
、
彼
は
俳
優
と
し
て
こ

れ
ま
で
生
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歌
唱
を
聴
か
せ
る
人
物
で
あ
っ
て
、
演
技
を
見
せ
る
人
物
で
は
な
く
、
所
作
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
オ
ペ
ラ
で
も
臨
終
に
な
が
く
歌
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ア
リ
ヤ
を
続
け
な
が
ら
、
口
元
に
笑
み

を
浮
べ
て
死
ん
で
い
き
ま
す
。
ア
リ
ア
の
最
後
に
は
ラ
ー
フ
の
声
が
と
く
に
衰
え
、
聴
く
に
堪
え
ぬ
ほ
ど
で
す
。・
・
・
②



①

海
老
沢
敏
著
、
前
掲
。
二
四
五
、
二
五
九-

二
五
〇
、
二
五
二-

二
五
六
頁
。

②

海
老
沢
敏
・
高
橋
英
郎
編
『
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
書
簡
全
集
』
第
三
巻
。
四
〇
四-

四
〇
六
、
四
一
二-

四
一
三
、
四
三
二-

四
三
三
、

四
五
一-

四
五
二
頁
。

Frédéric
II,roide

Prusse,M
ém

oires
surla

guerre
de

1778.O
euvres

H
istoriques,tom

e
V

I,Berlin,1798.

SS.137-138.

③

海
老
沢
敏
著
、
前
掲
。
二
六
八-

二
七
三
。

海
老
沢
敏
・
高
橋
英
郎
編
『
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
書
簡
全
集
』
第
三
巻
。
二
六
四-

二
六
六
、
三
四
三-

三
四
四
、
四
三
六-

四
三
九,

、

五
〇
四-

五
〇
八
、
五
一
七
頁
。

9/31

マ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
滞
在
は
翌
年
ま
で
続
き
、
選
帝
侯
宮
廷
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
会
場
で
演
奏
を
重
ね
。
貴

顕
の
子
弟
に
は
音
楽
の
指
導
も
引
受
け
た
。
ふ
た
つ
の
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
や
五
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
が
作
曲
さ
れ
た
の
も
マ
ン
ハ

イ
ム
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
卓
越
し
た
才
能
を
選
帝
侯
か
ら
認
め
ら
れ
、
鄭
重
な
応
対
を
受
け
つ
つ
も
、
宮
廷
音
楽
家
と
し
て
の
招

請
を
得
る
こ
と
は
不
首
尾
に
終
っ
た
。
①

他
方
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
一
七
七
七
年
十
二
月
三
十
日
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
三
世
ヨ
ー
ゼ
フ
が
急
死
し
、
同
族
で
あ
る

プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
カ
ー
ル
・
テ
オ
ド
ー
ル
が
、
後
継
者
と
し
て
そ
の
地
位
を
兼
任
す
る
と
宣
言
す
る
。
か
ね
て
領
土
の
拡
大
を
狙
う

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
は
、
テ
オ
ド
ー
ル
と
の
密
約
に
よ
っ
て
バ
イ
エ
ル
ン
侯
領
の
一
部
を
割
譲
さ
せ
、
一
万
五
千
人
の
軍
隊
に
進
駐
を
命
じ

た
。

選
帝
侯
位
を
め
ぐ
る
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
ヨ
ゼ
フ
二
世
と
の
密
約
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
の
頑
強
な
抵
抗
を

招
き
、
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
も
こ
れ
に
同
調
し
て
バ
イ
エ
ル
ン
継
承
戦
争
が
勃
発
す
る
。
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
三
世
逝
去
の
模
様
と
テ
オ
ド

ー
ル
の
後
継
宣
言
を
一
七
七
八
年
一
月
五
日
付
書
簡
で
伝
え
た
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
、
二
週
後
の
書
簡
に
お
い
て
オ
ー
ス

ト
リ
ア
軍
の
バ
イ
エ
ル
ン
進
駐
と
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
臨
戦
状
況
を
危
惧
す
る
。
②

こ
う
し
た
政
情
の
緊
迫
の
な
か
で
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
、
名
声
と
栄
達
を
獲
得
す
べ
く
、
か
く
な
れ
ば
一
路
パ
リ
へ
向
う

よ
う
、
愛
息
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
に
強
く
要
望
す
る
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
領
公
使
グ
リ
ム
男
爵
を
は
じ
め
、
十
年
前
の
フ
ラ
ン
ス
滞
在
で

交
誼
を
結
ん
だ
啓
蒙
思
想
家
に
支
援
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
彼
は
長
旅
の
旅
程
、
宿
泊
、
費
用
、
注
意
、
等
々
に
つ
い
て
逐
一
教
示

し
た
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
自
身
の
特
別
な
準
備
と
し
て
は
、
新
た
な
創
作
の
数
々
で
あ
る
。
③

ラ
ー
フ
の
た
め
に
仕
上
げ
た
ア
リ
ア
も

そ
こ
に
含
ま
れ
、
知
己
に
富
む
こ
の
名
歌
手
か
ら
パ
リ
同
行
の
合
意
を
得
た
。
出
発
を
目
前
に
す
る
一
七
七
八
年
の
書
簡
に
は
パ
リ
滞

在
へ
の
期
待
と
と
も
に
ラ
ー
フ
と
の
連
携
が
語
ら
れ
る
。

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
書
簡

宛
先

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
在
住
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

マ
ン
ハ
イ
ム
、
一
七
七
八
年
二
月
二
八
日

・
・
・
作
曲
し
た
ば
か
り
の
ア
リ
ア
を
携
え
て
、
昨
日
ラ
ー
フ
殿
を
訪
ね
ま
し
た
。（
作
品
ケ
ッ
ヘ
ル
二
九
五
）
歌
詞
は
「
美
し
き
敵
よ
、

わ
が
唇
を
信
じ
な
い
な
ら
ば
、」
等
々
。
メ
タ
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
歌
詞
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
ぼ
く
の
ア
リ
ア
は
彼
を
大
層
喜
ば
せ
ま

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
人
物
に
は
格
別
の
配
慮
を
要
し
ま
す
。
同
じ
歌
詞
に
よ
る
ア
リ
ア
が
す
で
に
彼
の
演
目
に
あ
り
、
慎
重
に
こ
れ
を
選

ん
だ
の
で
す
。
そ
う
し
た
曲
目
を
す
で
に
有
す
る
の
で
、
ぼ
く
の
ア
リ
ア
を
よ
り
軽
快
に
、
よ
り
欣
然
と
歌
え
る
は
ず
で
す
。「
声
帯
に

合
わ
ず
、
好
み
に
副
わ
な
け
れ
ば
、
率
直
に
申
さ
れ
よ
。
お
望
み
な
ら
ば
、
修
正
す
る
か
、
新
た
に
作
り
ま
し
ょ
う
。」「
か
く
も
麗
し

い
曲
を
、
直
す
必
要
は
断
じ
て
な
い
。」
と
彼
は
応
え
ま
し
た
。「
自
分
の
発
声
が
も
は
や
長
い
曲
に
は
耐
え
得
な
い
の
で
、
願
う
と
す
れ

ば
、
短
縮
し
て
欲
し
い
。」「
お
望
み
ど
お
り
喜
ん
で
短
く
し
ま
し
ょ
う
。
総
じ
て
短
縮
は
易
し
く
、
拡
張
が
難
事
で
あ
る
た
め
、
も
と
も

と
長
い
め
に
作
曲
し
た
の
で
す
。」
ラ
ー
フ
は
第
二
節
を
歌
っ
た
あ
と
、
眼
鏡
を
外
し
て
ぼ
く
を
見
詰
め
ま
し
た
。「
麗
し
い
、
麗
し
い
！



①

M
ozart,Briefe

und
Aufzeichnungen

G
esam

tausgabe,K
asel,2005.Band

II,SS.303-304..

〔
参
照
〕
海
老
沢
敏
・
高
橋
英
郎
編
『
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
書
簡
全
集
』
第
三
巻
。
五
六
二-

五
六
三
頁
。

②

M
ozart,Briefe

und
Aufzeichnungen

G
esam

tausgabe.Band
II,SS.332..

〔
参
照
〕
海
老
沢
敏
・
高
橋
英
郎
編
『
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
書
簡
全
集
』
第
四
巻
、
白
水
社
、
一
九
九
〇
年
。
二
五
頁
。

10/31

第
二
節
は
ま
こ
と
に
魅
力
的
だ
。」
か
く
述
べ
て
そ
れ
を
三
度
歌
い
ま
し
た
。
別
れ
を
告
げ
る
と
、
彼
は
鄭
重
に
会
釈
を
し
、「
歌
い
易
い

よ
う
こ
れ
を
修
正
し
ま
し
ょ
う
」
と
自
分
も
約
束
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
立
派
に
仕
立
て
ら
れ
た
洋
服
の
よ
う
に
、
歌
い
手
に
美
事
適

合
す
る
ア
リ
ア
を
作
曲
す
べ
き
で
す
。

①
一
七
七
八
年
三
月
十
四
日
マ
ン
ハ
イ
ム
か
ら
馬
車
で
出
立
し
た
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
母
子
は
、
メ
ッ
ツ
や
ク
レ
ル
モ
ン
を
経
て
十
日
後
パ
リ

に
到
着
し
た
。
権
威
あ
る
公
開
演
奏
会
コ
ン
セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
に
向
け
て
作
曲
を
依
頼
さ
れ
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
、
そ
の
支

配
人
ル
・
グ
ロ
の
邸
宅
で
制
作
を
進
め
た
。
同
年
四
月
五
日
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
へ
の
書
簡
で
彼
は
言
う
。「
ラ
ー
フ
様
も
当
地
に
滞
在
し
、

ル
・
グ
ロ
様
の
と
こ
ろ
に
泊
っ
て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
一
緒
に
い
ま
す
。」
②

そ
の
二
ヵ
月
後
の
書
簡
で
母
マ
リ
ア
・
ア
ン
ア
が
パ

リ
滞
在
の
詳
細
を
レ
オ
ポ
ル
ド
へ
報
告
し
、
追
伸
と
し
て
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
ラ
ー
フ
の
歌
唱
力
に
関
し
て
綿
密
な
認
識
を
開
陳
す
る
。

マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
七
八
年
六
月
十
二
日
付
書
簡

宛
先

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
在
住
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
宛

差
出

発
信

パ
リ
、
一
七
七
八
年
六
月
十
二
日

愛
し
き
背
の
君
へ

五
月
二
十
八
日
付
の
お
手
紙
を
六
月
九
日
に
拝
受
し
、
お
元
気
の
由
嬉
し
く
承
り
ま
し
た
。
幸
い
私
も
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
も
元
気
で
お

り
ま
す
。
た
だ
し
、
私
は
昨
日
瀉
血
を
し
て
頂
い
た
の
で
、
今
日
は
あ
ま
り
多
く
書
け
ま
せ
ん
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
外
出
し
て
、（
バ

イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
領
パ
リ
駐
在
公
使
）
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
伯
爵
邸
で
ラ
ー
フ
様
と
食
事
を
し
て
い
ま
す
。
ふ
た
り
は
少
な
く
と
も
週
一
度
は

そ
の
お
屋
敷
を
訪
ね
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
伯
爵
様
か
ら
格
別
の
ご
好
意
を
頂
い
て
い
ま
す
。
ご
自
身
も
音
楽
に
通
暁
さ
れ
、
み
ず
か
ら

作
曲
も
さ
れ
ま
す
。
ラ
ー
フ
様
は
こ
こ
へ
も
ほ
と
ん
ど
毎
日
来
ら
れ
、
私
を
ご
母
堂
と
呼
ば
れ
る
の
で
す
。
居
心
地
が
よ
い
ら
し
く
、
大

抵
は
二
時
頃
か
ら
三
時
頃
ま
で
と
も
に
過
し
ま
す
。
私
に
聴
か
せ
る
た
め
に
訪
ね
た
と
し
て
、
ア
リ
ア
を
三
曲
歌
わ
れ
た
日
も
あ
っ
て
、

大
層
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
日
に
も
か
な
ら
ず
私
の
た
め
な
に
か
歌
っ
て
頂
け
ま
す
。
ラ
ー
フ
様
の
歌
唱
が
私
は
大
好
き
で
す
。

真
に
尊
敬
す
べ
き
方
、
本
当
に
真
摯
な
お
方
で
す
。
あ
な
た
も
親
交
を
結
ば
れ
れ
ば
、
敬
愛
な
さ
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
ど
こ
に
泊
っ
て
い
る
か
、
あ
な
た
は
問
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
モ
ン
マ
ル
ト
ル
街
の
位
置
を
確
か
め
、
つ
い
で
ク
レ
リ
ー
街

を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
レ
リ
ー
街
は
モ
ン
マ
ル
ト
ル
街
か
ら
最
初
に
左
手
に
折
れ
る
瀟
洒
な
小
路
で
、
こ
こ
に
住
む
の
は
お
お
む
ね
身

分
の
高
い
方
々
で
す
。
辺
鄙
な
ら
ず
、
き
わ
め
て
清
潔
で
、
空
気
の
健
全
な
一
角
に
滞
在
で
き
、
宿
主
も
親
切
で
誠
実
で
あ
る
の
は
打

算
的
な
パ
リ
で
珍
し
い
こ
と
で
す
。

同
書
簡
へ
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
追
伸

親
愛
な
る
ラ
ー
フ
に
つ
い
て
こ
こ
で
多
少
語
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
く
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
マ
ン
ハ
イ
ム
か
ら
の
便
り
で
は
彼

を
あ
ま
り
評
価
で
き
ぬ
、
期
待
外
れ
で
、
歌
い
方
に
満
足
で
き
ぬ
、
と
ぼ
く
は
書
き
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
彼
が
歌
う
の
を
マ
ン
ハ
イ
ム

で
じ
っ
く
り
聴
け
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。〔
中
略
〕
結
局
ラ
ー
フ
様
は
パ
リ
ま
で
来
て
、
コ
ン
セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
へ
初
登
場
し
、
私
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が
と
く
に
愛
好
す
る
曲
、
バ
ッ
ハ
の
詠
唱
『
我
知
ら
ず
、
い
づ
こ
か
ら
来
た
る
や
』
を
歌
い
ま
し
た
。
彼
の
歌
唱
を
そ
の
と
き
初
め
て
傾

聴
し
、
願
い
が
充
さ
れ
た
の
で
す
。
た
だ
、
技
巧
そ
の
も
の
、
ベ
ル
ナ
ッ
キ
派
の
技
は
ぼ
く
の
好
み
に
合
い
ま
せ
ん
。
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
で

は
誇
張
が
強
す
ぎ
ま
す
。
若
き
日
の
最
盛
期
に
は
効
果
を
発
揮
し
、
聴
衆
を
感
嘆
さ
せ
た
こ
と
は
判
り
ま
す
が
、
い
ま
な
お
誇
張
す
る

の
は
笑
止
の
沙
汰
と
言
え
ま
す
。〔
中
略
〕
自
分
に
好
ま
し
く
思
わ
れ
る
は
、
ラ
ー
フ
が
小
品
を
歌
う
と
き
、
た
と
え
ば
ア
ン
ダ
ン
テ
ィ

ー
ノ
を
歌
う
と
き
で
す
。
ア
リ
ア
に
つ
い
て
も
独
自
の
表
現
を
駆
使
し
、
気
韻
縹
渺
と
評
さ
れ
ま
す
。
華
麗
な
難
曲
こ
そ
ラ
ー
フ
が
真
価

を
発
揮
し
た
と
推
測
し
ま
す
。
豊
か
な
胸
声
と
悠
々
た
る
抑
揚
。
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
片
鱗
は
な
お
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
い
ま
は
ア
ン
ダ
ン
テ
ィ
ー
ノ
で
す
。
眼
を
閉
じ
て
聴
き
入
る
と
、
ラ
ー
フ
の
歌
声
は
麗
し
く
、
心
地
よ
く
感
じ
ま
す
。
マ
イ
ス
ナ
ー

と
か
な
り
似
通
う
の
で
す
が
、
ラ
ー
フ
の
歌
の
ほ
う
が
一
層
快
適
に
思
わ
れ
ま
す
。〔
中
略
〕
し
か
し
、
本
格
的
な
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
で
は

マ
イ
ス
ナ
ー
の
ほ
う
が
好
ま
し
い
の
で
す
。
彼
に
も
誇
張
が
伴
う
の
を
不
満
と
し
ま
す
が
、
ラ
ー
フ
様
よ
り
も
格
段
優
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
技
巧
を
要
す
る
華
麗
な
難
曲
、
経
過
句
、
急
速
な
装
飾
音
と
な
れ
ば
、
ラ
ー
フ
は
名
人
で
す
。
さ
ら
に
彼
の
明
確
で
明
快
な
発

声
も
美
事
で
す
。
さ
き
に
述
べ
た
ア
ン
ダ
ン
テ
ィ
ー
ノ
、
な
い
し
小
唄
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
作
曲
が
四
つ
あ
り
、
魅
力
的
な
も
の
で
す
。

ラ
ー
フ
様
に
ぼ
く
は
愛
し
て
頂
き
、
ふ
た
り
は
友
誼
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
彼
は
ぼ
く
た
ち
の
宿
へ
訪
ね
て
き
ま
す
。

プ
フ
ァ
ル
ツ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
伯
爵
邸
で
す
で
に
六
度
も
正
餐
に
招
か
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
午
後
一
時
か
ら
十
時
ま
で

お
邪
魔
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
長
い
時
間
も
気
づ
か
ぬ
ほ
ど
に
速
く
過
ぎ
ま
す
。
伯
爵
は
ぼ
く
に
好
意
を
寄
せ
ら
れ
、
自
分
も
喜
ん
で

お
訪
ね
し
て
い
ま
す
。
き
わ
め
て
気
さ
く
で
、
明
敏
な
お
人
柄
あ
っ
て
、
健
全
な
知
性
と
音
楽
へ
の
高
い
見
識
を
備
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
日
も
ラ
ー
フ
様
と
一
緒
に
伺
い
ま
し
た
。
以
前
よ
り
伯
爵
に
嘱
望
さ
れ
て
い
た
の
で
、
自
作
を
い
く
つ
か
持
参
し
た
の
で
す
。
聖
体
拝

受
の
祝
日
コ
ン
セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
の
劈
頭
に
演
奏
す
べ
く
、
仕
上
げ
た
ば
か
り
の
交
響
曲
も
そ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
作
品

は
居
合
わ
せ
た
だ
れ
に
も
気
に
入
り
、
ぼ
く
自
身
を
も
満
足
さ
せ
ま
し
た
。
①

ラ
ー
フ
と
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
が
招
致
さ
れ
た
コ
ン
セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
は
、
絶
対
王
政
の
厳
し
い
芸
術
規
制
を
脱
却
し
、
音
楽
へ
の
社
会
的

的
関
心
を
喚
起
し
た
非
公
式
の
公
開
演
奏
会
で
あ
る
。
王
室
礼
拝
堂
の
器
楽
奏
者
ア
ン
ヌ
・
ダ
リ
カ
ン
・
フ
ィ
リ
ド
ー
ル
は
一
七
二
五
年
王
権
の

認
可
を
得
て
、
三
月
十
八
日
イ
エ
ス
受
難
の
主
日
に
、
パ
リ
の
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
宮
ス
イ
ス
館
で
第
一
回
を
主
宰
し
、
王
立
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演

奏
家
や
パ
リ
主
要
教
会
の
合
唱
団
も
こ
れ
に
参
加
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
ヘ
ン
デ
ル
と
拮
抗
し
た
ボ
ノ
ン
チ
ー
ニ
は
、
一
七
三
三
年
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
宮

殿
で
自
作
の
讃
美
歌
『
ミ
ゼ
レ
ー
レ
』
を
披
露
す
る
。
フ
ァ
リ
ネ
リ
に
比
肩
す
る
高
名
な
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
カ
ッ
フ
ァ
レ
リ
は
、
一
七
五
三
年

コ
ン
セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
で
二
曲
の
ア
リ
ア
を
歌
う
と
と
も
に
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
招
か
れ
て
妊
娠
中
の
王
太
子
妃
マ
リ
・
ジ
ョ
セ
フ
・
デ
・

サ
ク
ス
に
美
声
を
捧
げ
た
。
こ
の
と
き
胎
中
に
あ
っ
た
ル
イ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
は
、
一
七
六
五
年
王
太
子
ル
イ
の
夭
折
に
よ
っ
て
、
の
ち
に
ル
イ
十
六

世
と
し
て
即
位
す
る
。
パ
リ
で
の
公
演
か
ら
二
年
後
の
春
、
カ
ッ
フ
ァ
レ
リ
は
リ
ス
ボ
ン
に
お
け
る
テ
ー
ジ
ョ
王
立
歌
劇
場
柿
落
し
に
出
場
し
、
ラ

ー
フ
と
と
も
に
ま
も
な
く
マ
ド
リ
ッ
ド
へ
移
っ
た
の
で
、
大
地
震
に
よ
る
被
害
を
免
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
交
響
曲
の
父
と
さ
れ
る
ゴ
セ
ッ
ク
は
一
七
七

三
年
か
ら
コ
ン
セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
の
支
配
人
に
加
わ
り
、
演
奏
会
の
規
模
と
内
容
を
革
新
し
た
。
彼
は
自
作
の
ミ
サ
曲
や
オ
ラ
ト
リ
オ
を

そ
こ
に
供
す
る
と
と
も
に
、
知
ら
れ
ざ
る
新
規
の
作
曲
、
な
か
で
も
ハ
イ
ド
ン
の
交
響
曲
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
た
。
②

王
立
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
の
歌
手
と
し
て
名
声
を
博
し
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ル
グ
ロ
は
、
一
七
七
七
年
に
引
退
し
て
コ
ン
セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ

エ
ル
の
支
配
人
に
就
任
し
た
。
直
後
の
三
月
三
一
日
王
妃
マ
リ
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が
初
め
て
こ
の
演
奏
会
に
臨
席
し
、
ゴ
セ
ッ
ク
の
交
響
曲
を
視

聴
し
た
。
ル
グ
ロ
の
邸
宅
に
滞
在
す
る
六
四
歳
の
ラ
ー
フ
が
、
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
宮
で
喝
采
を
博
す
る
の
は
、
翌
年
春
の
四
旬
節
で
あ
る
。
③

ル
グ
ロ
を
訪
問
し
た
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
が
コ
ン
セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
の
た
め
ま
ず
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
ホ
ル
ツ
バ
ウ
ア
ー
の
宗
教
曲
『
ミ
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ゼ
レ
ー
レ
』
を
編
曲
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
つ
い
で
作
曲
を
所
望
さ
れ
た
管
楽
器
の
た
め
の
協
奏
交
響
曲
と
と
も
に
、
作
成
に
お
け
る
支

障
や
上
演
に
際
し
て
の
齟
齬
の
た
め
、
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
宮
で
の
披
露
は
不
本
意
な
結
果
に
終
わ
っ
た
。
だ
が
、
一
七
七
八
年
六
月
十
二
日
の
追
伸

そ

ご

で
予
告
さ
れ
た
交
響
曲
第
三
一
番
Ｋ
二
九
七
、
い
わ
ゆ
る
パ
リ
交
響
曲
は
同
月
十
八
日
聖
体
の
祝
日
に
初
演
さ
れ
、
聴
衆
の
喝
采
の
も
と
に
大
成

功
を
収
め
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
に
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
身
辺
に
は
深
刻
な
激
変
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
抄
訳
す
る
同
年
七
月
三
日
付
書

簡
は
、
彼
の
生
涯
に
お
け
る
重
要
な
記
録
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
①

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
一
七
七
八
年
七
月
三
日
付
父
親
宛
書
簡パ

リ
、
一
七
七
八
年
七
月
三
日

敬
愛
す
る
父
上
へ

苦
渋
に
し
て
悲
痛
な
消
息
を
送
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
去
る
十
一
日
付
の
お
手
紙
に
返
信
が
遅
れ
た
理
由
で
す
。

愛
す
る
母
が
重
態
で
す
。
い
つ
も
の
よ
う
に
瀉
血
の
治
療
を
受
け
ま
し
た
。
必
要
に
迫
ら
れ
、
順
調
に
済
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
日

後
悪
寒
を
覚
え
、
発
熱
も
生
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
下
痢
と
頭
痛
が
続
き
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
家
庭
薬
の
痙
攣
止
散
薬
を
与
え
ま
し
た
。

黒
色
粉
薬
を
用
い
た
い
の
で
す
が
、
持
ち
合
わ
せ
が
な
く
、「
癲
癇
薬
を
」
と
求
め
て
も
こ
こ
で
は
通
じ
ま
せ
ん
。
容
態
は
悪
く
な
る
ば

か
り
で
、
話
す
の
が
難
し
く
、
大
声
で
な
け
れ
ば
、
聞
こ
え
ぬ
よ
う
で
す
。
グ
リ
ム
男
爵
は
侍
医
を
派
遣
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

非
常
に
衰
弱
し
、
高
熱
が
続
い
て
う
わ
ご
と
を
口
に
し
ま
す
。
な
お
希
望
は
あ
る
、
と
ひ
と
は
言
い
ま
す
が
、
ぼ
く
に
は
判
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
何
日
も
日
夜
怖
れ
と
希
望
の
間
を
さ
ま
よ
っ
て
い
ま
す
。〔
中
略
〕
す
べ
て
の
希
望
が
消
え
た
、
と
言
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

母
が
死
に
瀕
す
る
と
か
、
臨
終
に
あ
る
と
言
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
の
恵
み
が
あ
れ
ば
、
恢
復
し
て
元
気
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。
母

の
生
命
と
健
康
が
護
ら
れ
よ
う
全
身
全
霊
を
挙
げ
て
神
に
お
祈
り
し
、
恢
復
で
き
る
と
の
希
望
で
自
己
の
心
を
癒
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く

に
と
っ
て
静
穏
で
自
在
な
魂
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
か
、
容
易
に
お
察
し
頂
け
る
で
し
ょ
う
。
さ
て
、
話
題
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
悲

痛
か
ら
離
れ
て
、
慎
ま
し
く
希
望
を
語
り
ま
し
ょ
う
。〔
中
略
〕

コ
ン
セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
の
劈
頭
を
飾
る
べ
く
、
ぼ
く
は
交
響
曲
の
作
曲
を
嘱
望
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
曲
は
聖
体
の
祝
日
に
演

奏
さ
れ
て
、
満
場
の
喝
采
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
模
様
は
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
通
信
』
で
も
報
道
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。
つ
ま
り
大
成
功
を
収

め
ま
し
た
。〔
中
略
〕
万
物
が
神
の
崇
高
な
る
栄
光
と
栄
誉
の
た
め
存
す
る
と
信
じ
、
す
べ
て
の
手
筈
が
順
調
に
運
ぶ
よ
う
、
僕
は
恩
寵

を
祈
願
し
ま
す
。
い
よ
い
よ
交
響
曲
の
演
奏
が
始
ま
り
、
ラ
ー
フ
は
ぼ
く
と
並
ん
で
起
立
し
て
い
ま
し
た
。
確
実
に
喜
ば
れ
る
パ
ッ
サ
ー

ジ
ュ
を
第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
の
真
中
に
組
ん
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
全
聴
衆
が
陶
然
と
し
て
鳴
り
止
ま
ぬ
喝
采
と
な
り
ま
し
た
。
作
曲
の
時

点
で
そ
う
し
た
効
果
を
自
分
は
確
信
し
て
い
た
の
で
、
最
後
の
楽
章
ア
レ
グ
ロ
に
も
も
う
一
度
そ
れ
を
組
み
入
れ
ま
し
た
。
か
く
し
て
ア

ン
コ
ー
ル
に
呼
び
戻
さ
れ
ま
す
。
ア
ン
ダ
ン
テ
の
楽
章
も
そ
う
で
す
が
、
マ
ル
チ
ー
ニ
様
か
ら
と
く
に
ア
レ
グ
ロ
の
楽
章
が
彼
ら
を
熱
狂

さ
せ
ま
し
た
。
②

い
わ
ゆ
る
マ
ン
ハ
イ
ム
＝
パ
リ
旅
行
に
お
い
て
日
常
の
世
話
に
勤
め
、
訪
問
や
演
奏
の
場
へ
も
同
行
し
た
母
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
は
、
コ
ン

セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
に
お
け
る
成
功
に
前
後
し
て
七
月
三
日
朝
に
病
死
し
た
。
右
記
の
書
簡
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
当
日
の
午
後

で
あ
る
が
、
父
レ
オ
ポ
ル
ト
へ
の
衝
撃
を
憂
慮
し
て
、
心
優
し
い
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
母
親
の
重
態
を
伝
え
た
に
止
ま
る
。
数
々
の
名
曲

を
創
り
、
演
奏
会
で
の
好
評
を
博
し
な
が
ら
、
栄
達
へ
の
支
援
を
と
く
に
懇
請
さ
れ
た
グ
リ
ム
男
爵
が
冷
淡
な
対
応
を
変
え
ず
、
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
で
は
宮
廷
音
楽
家
と
し
て
の
登
用
に
至
ら
な
か
っ
た
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
高
名
な
修
道
士
メ
ル
チ
ー
ニ
に
宛
て
た
書
簡
に
は
こ
の
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時
期
に
お
け
る
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
父
子
の
苦
衷
と
ラ
ー
フ
の
尽
力
が
語
ら
れ
る
。

レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

一
七
七
八
年
八
月
二
一
日
付
書
簡

宛
先

イ
タ
リ
ア
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

神
父
ジ
ャ
ン
バ
テ
ィ
ス
タ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ

差
出

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ

・
・
・
尊
師
様
の
も
と
へ
は
マ
ン
ハ
イ
ム
宮
廷
へ
の
効
験
高
き
推
薦
状
に
よ
っ
て
愚
息
を
ご
加
護
く
だ
さ
る
よ
う
、
さ
き
に
お
願
い
致
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
生
は
懇
切
な
る
ご
返
信
を
頂
き
ま
し
た
。「
ご
子
息
を
選
帝
侯
に
余
輩
か
ら
推
挙
す
る
旨
、
ラ
ー
フ
に
書
状

を
託
し
ま
し
ょ
う
。」〔
中
略
〕
失
礼
な
が
ら
、
敬
愛
す
る
尊
き
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
様
、
ラ
ー
フ
へ
は
そ
の
書
状
が
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

愚
息
は
昨
年
の
三
月
二
三
日
母
親
と
と
も
に
パ
リ
へ
着
き
ま
し
た
。
ラ
ー
フ
様
も
ま
も
な
く
そ
こ
へ
来
ら
れ
、
旧
交
を
暖
め
た
の
で
す
。

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
に
会
う
た
め
彼
は
ほ
ど
ん
と
毎
日
来
訪
さ
れ
、
二
時
間
か
ら
三
時
間
一
緒
に
過
ご
し
、
愚
妻
を
母
上
と
呼
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
愚
息
が
選
帝
侯
の
お
抱
え
に
な
れ
ば
、
最
高
に
嬉
し
い
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
る
に
な
ん
た
る
悲
劇
で
し
ょ
う
。

運
命
の
導
き
に
よ
っ
て
最
愛
な
る
妻
が
病
に
倒
れ
、
二
週
後
に
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
神
よ
！
な
ん
た
る
不
幸
で
し
ょ
う
。
ふ
か
く
敬

愛
す
る
尊
師
様
！
小
生
と
愚
娘
の
有
様
、
ま
た
パ
リ
で
孤
独
と
悲
哀
に
沈
む
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
の
有
様
を
ご
推
察
く
だ
さ
い
。
選
帝
侯
が

一
旦
マ
ン
ハ
イ
ム
ヘ
戻
ら
れ
た
の
で
、
懇
請
の
た
め
ラ
ー
フ
は
パ
リ
か
ら
そ
こ
へ
出
立
し
ま
し
た
。
離
れ
る
際
に
彼
は
愚
息
へ
の
篤
き
友
情

と
強
い
支
援
を
確
約
さ
れ
、
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
様
か
ら
直
々
の
推
薦
状
を
頂
く
こ
と
が
肝
要
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
選
帝
侯

が
ド
イ
ツ
語
の
オ
ペ
ラ
し
か
希
望
さ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
ド
イ
ツ
人
の
作
曲
家
し
か
必
要
と
さ
れ
ぬ
い
ま
こ
そ
、
ま
さ
に
好
機
と
存
じ
ま
す
。

・
・
・
①

第
四
節

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
歌
劇
『
イ
ド
メ
ニ
オ
』
の
作
曲
と
主
役
ラ
ー
フ
の
歌
唱

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
と
カ
ー
ル
・
テ
オ
ド
ー
ル
の
密
約
に
端
を
発
し
た
バ
イ
エ
ル
ン
継
承
戦
争
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
版
図
ボ

ヘ
ミ
ヤ
へ
プ
ロ
イ
セ
ン
が
侵
攻
し
、
こ
れ
に
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
が
同
調
し
て
戦
場
で
は
総
計
四
十
万
人
の
兵
士
が
対
峙
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
を
揺
が
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
激
動
を
、
逐
一
家
族
に
知
ら
せ
る
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
、
一
七
七
八
年
十
二
月
二
八
日
付
書

簡
で
、
バ
イ
エ
ル
ン
全
域
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
併
合
さ
れ
る
危
機
、
ド
イ
ツ
諸
領
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
を
も
巻

き
込
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
の
大
戦
と
な
る
危
惧
を
語
る
。

そ
の
翌
年
ボ
ヘ
ミ
ア
戦
線
の
膠
着
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
后
マ
リ
ア
・
テ
レ

ジ
ア
の
諫
制
を
背
景
に
、
ロ
シ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
調
停
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
テ
ッ
シ
ェ
ン
条
約
が
結
ば
れ
た
。
こ

う
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
す
る
バ
イ
エ
ル
ン
領
土
の
一
部
割
譲
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
バ
イ
ロ
イ
ト
辺
境
領
等
併
合
を
条
件
に
、
テ
オ
ド
ー

ル
の
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
即
位
が
承
認
さ
れ
た
。
②

こ
の
戦
争
に
み
ず
か
ら
参
戦
し
、
枢
要
な
役
割
を
果
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
二
世
の
講
和
記
録
を
参
照
す
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
二
世
「
一
七
七
八
年
の
戦
史
」



①Frédéric
II,roide

Prusse,op.cit.,tom
e

V
I,pp.172-173,176.

②

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
「
ベ
イ
エ
ル
ン
の
宮
廷
と
修
道
院
」
ジ
ョ
ー
ジ
・
ビ
ュ
ロ
ー
編
・
関
根
俊
子
監
訳
『
西
洋
の
音
楽
と

社
会
５
、
後
期
バ
ロ
ッ
ク
Ⅱ
ド
イ
ツ
音
楽
の
興
隆
』
音
楽
の
友
社
、
一
九
九
六
年
。
一
一
七-

一
二
八
。

③A
ttila

Csam
paiund

D
ietm

arH
olland,W

olfgang
Am

adeus
M

ozartIdom
eneo,W

ien,1987.SS.171-174.

ア
ッ
テ
ィ
ラ
・
チ
ャ
ン
バ
イ
＝
デ
ィ
ー
ト
マ
ル
・
ホ
ラ
ン
ト
編
『
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

イ
ド
メ
ネ
オ
』(

名
作
オ
ペ
ラ

ブ
ッ
ク
ス
）、

音
楽
の
友
社
、
一
九
八
九
年
。
一
九
七-

二
〇
一
頁
。
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
女
帝
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
が
停
戦
を
切
望
さ
れ
る
、
と
の
急
報
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
駐
在
フ
ラ
ン
ス
大
使
ブ
ル
ト

ゥ
イ
ユ
男
爵
か
ら
ま
も
な
く
ロ
シ
ア
の
ニ
コ
ラ
イ
・
レ
プ
ニ
ン
公
爵
に
送
ら
れ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
は
三
月
四
日
こ
の
情
報
に
接
し
、
停

戦
の
提
案
を
も
予
想
し
て
、
敵
軍
を
静
観
す
る
よ
う
将
官
に
命
令
し
た
。
そ
の
期
限
は
ボ
ヘ
ミ
ヤ
に
お
い
て
七
日
ま
で
、
北
シ
レ
ジ
ア
と

モ
ラ
ビ
ア
は
八
日
ま
で
、
ザ
ク
セ
ン
は
十
日
ま
で
で
あ
る
。
期
限
が
過
ぎ
る
や
、
有
利
な
地
歩
を
確
保
し
、
前
線
に
忍
び
始
め
た
悪
疫

を
と
り
わ
け
避
け
る
べ
く
、
広
範
な
地
域
へ
軍
隊
を
拡
散
さ
せ
た
。
同
月
六
日
国
王
は
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
到
着
し
、
レ
プ
ニ
ン
公
爵
と
会
見

す
る
。
講
和
会
議
の
地
と
し
て
テ
ッ
シ
ェ
ン
が
合
意
さ
れ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
の
全
権
大
使
に
リ
エ
デ
ゼ
ル
将
軍
が
任
命
さ
れ
た
。
や
が

て
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
公
使
と
し
て
テ
リ
ン
グ
・
ゼ
ー
フ
ェ
ル
ド
伯
爵
も
ブ
レ
ス
ラ
ウ
へ
着
く
。
こ
れ
ら
各
国
代
表
の
一
団
、
ゼ
ー
フ
ェ
ル

ド
を
は
じ
め
、
レ
プ
ニ
ン
公
爵
、
ザ
ク
セ
ン
公
使
ジ
ン
ゼ
ン
ド
ル
フ
、
都
市
ツ
ヴ
ァ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
公
使
ホ
ー
ヘ
ン
ヘ
ル
ス
は
さ
ら
に
テ
ッ

シ
ェ
ン
ま
で
出
向
き
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
全
権
大
使
ブ
ル
ト
ゥ
イ
ユ
な
ら
び
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
全
権
大
使
コ
ベ
ン
ズ
ル
と
和
平
会
議
に
お

い
て
合
流
し
た
。〔
中
略
〕

講
和
会
議
の
合
意
に
つ
い
て
は
主
要
な
事
項
を
記
述
す
る
に
留
め
る
。
第
一
に
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
が
、
ブ
ル
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
一
体

を
除
き
、
バ
イ
エ
ル
ン
全
域
と
北
プ
フ
ァ
ル
ツ
を
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
の
所
領
と
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン

な
ど
諸
都
市
に
は
自
治
的
な
相
続
が
保
持
さ
れ
る
。
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
に
は
被
害
の
代
償
と
し
て
総
額
六
〇
〇
万
フ
ロ
ー
リ
ン
、
年
間
五

〇
万
フ
ロ
ー
リ
ン
が
償
還
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
領
の
飛
び
地
で
あ
る
シ
ュ
ー
ン
ブ
ル
グ
に
つ
い
て
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
は

権
利
を
放
棄
す
る
。
バ
イ
ロ
イ
ト
辺
境
伯
お
よ
び
ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
辺
境
伯
の
相
続
に
関
し
て
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
権
限
に
戻
し
て
、
神
聖
ロ
ー

マ
帝
国
皇
帝
も
そ
の
正
当
性
を
認
め
、
干
渉
せ
ぬ
こ
と
を
約
束
す
る
。
他
方
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
は
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
公
国
と
ベ
ル
ク
公
国
へ
の
権

利
を
放
棄
し
、
一
七
四
一
年
締
結
の
シ
レ
ジ
エ
条
約
で
フ
ラ
ン
ス
が
確
約
し
た
と
お
り
、
こ
れ
ら
を
ズ
ル
ツ
バ
ッ
ハ
の
所
領
と
み
な
す
。

な
お
、
所
領
を
侵
害
さ
れ
た
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
公
爵
も
補
償
へ
の
権
利
を
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
如
き
講
和
条
約
が
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
語
圏
諸
国
の
合
意
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
二
世
『
歴
史
著
作
集
第
六
巻
』（
ベ
ル
リ
ン
、
一
七
九
八
年
）

①

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
の
遷
都
に
伴
っ
て
マ
ン
ハ
イ
ム
の
宮
廷
音
楽
も
バ
イ
エ
ル
ン
へ
移
転
し
、
庇
護
さ
れ
る
音
楽
家
、
す
な
わ
ち
管
弦
楽
長
の

カ
ン
ナ
ビ
ヒ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
ダ
ン
ナ
ー
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
リ
ッ
タ
ー
、
声
楽
の
ヴ
ェ
ー
バ
ー
一
家
、
そ
し
て
パ
リ
か
ら
帰
っ
た
ラ

ー
フ
も
転
居
し
た
。
十
六
世
紀
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
枢
要
な
音
楽
中
心
地
に
数
え
ら
れ
、
作
曲
家
オ
ル
ラ
ン
ド
ゥ
ス
・
ラ
ッ
ス

ス
は
ロ
ー
マ
教
皇
庁
か
ら
最
高
の
栄
誉
を
授
け
ら
れ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
一
帯
が
三
十
年
戦
争
で
疲
弊
し
た
十
七
世
紀
中
葉
、
一
六
五
四

年
選
帝
侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
二
世
の
宮
廷
に
ド
イ
ツ
最
初
の
歌
劇
場
、
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
ル
劇
場
が
付
設
さ
れ
た
。、
そ
こ
に
は
作
曲
家
、

歌
手
、
器
楽
奏
者
な
ど
四
十
名
以
上
の
宮
廷
音
楽
家
が
擁
さ
れ
、
多
く
の
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
が
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
語
に

よ
る
作
品
を
も
奨
励
さ
れ
た
。
謝
肉
祭
オ
ペ
ラ
上
演
も
こ
の
時
期
に
始
ま
り
、
こ
れ
に
先
立
つ
謝
肉
祭
行
列
に
は
あ
ら
ゆ
る
身
分
・
職

種
の
扮
装
と
と
も
に
、
多
様
な
楽
器
演
奏
が
組
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
②

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
三
世
の
逝
去
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
謝
肉
祭

オ
ペ
ラ
は
、
テ
ッ
シ
ェ
ン
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
一
七
八
〇
年
再
開
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
翌
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
在

住
の
若
手
音
楽
家
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
に
作
曲
を
依
頼
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
宮
廷
に
彼

を
推
挙
し
た
の
は
、
多
年
の
親
交
あ
る
楽
長
カ
ン
ナ
ビ
ヒ
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ラ
ー
フ
、
さ
ら
に
は
選
帝
侯
テ
オ

ド
ー
ル
の
愛
寵
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
伯
爵
夫
人
で
あ
る
。
③



①

海
老
沢
敏
・
高
橋
英
郎
編
『
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
書
簡
全
集
』
第
四
巻
。
四
三
七-

四
三
八
頁
。

②A
ttila

Csam
paiund

D
ietm

arH
olland,op.cit.,SS.33-35.

ア
ッ
テ
ィ
ラ
・
チ
ャ
ン
バ
イ
＝
デ
ィ
ー
ト
マ
ル
・
ホ
ラ
ン
ト
編
、
前
掲
、
四
三-

四
四
頁
。

15/31

フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
の
名
作
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
著
『
テ
レ
マ
ッ
ク
の
冒
険
』
に
基
づ
く
台
本
に
よ
っ
て
オ
ペ
ラ
を
作
曲
さ
れ
た
い
と
の
依
頼

が
、
音
楽
監
督
ゼ
ー
ア
ウ
伯
爵
か
ら
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
在
住
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
も
と
に
届
い
た
の
は
、

一
七
八
〇
年
の
な
か
ば
で
あ
っ
た
。
半
年
の
パ
リ
滞
在
が
不
本
意
な
成
果
に
終
わ
り
、
マ
ン
ハ
イ
ム
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
迂
回
し
て
一
七
七
九

年
一
月
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
へ
帰
郷
し
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
、
大
司
教
宮
廷
の
音
楽
家
と
し
て
失
意
の
日
々
を
過
し
て
い
た
。
台
本
の
作
者

と
し
て
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
宮
廷
司
祭
ジ
ャ
ン
バ
テ
ィ
ス
タ
・
ヴ
ァ
レ
ス
コ
が
選
ば
れ
、
入
魂
の
歌
劇
『
イ
ド
メ
ネ
オ
』
の
第
一
幕
を
、
モ

ー
ツ
ア
ル
ト
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
旅
立
つ
以
前
に
早
く
も
に
ほ
ぼ
書
き
上
げ
た
。
①

フ
ェ
ヌ
ロ
ン
の
名
著
を
典
拠
と
し
、
ヴ
ァ
レ
ス
コ
の
台
本
に
る
『
イ
ド
メ
ネ
オ
』
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
神
々
や
歴
史
上
の

英
雄
を
描
く
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
で
あ
る
。
ク
レ
タ
の
王
イ
ド
メ
ネ
オ
は
、
ト
ロ
イ
ア
に
お
け
る
戦
争
が
終
結
し
た
あ
と
、
帰
還
す
る
船
隊

で
嵐
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の
危
機
は
海
神
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
に
誓
約
す
る
こ
と
で
救
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
レ
タ
へ
の
上
陸
後
、
最
初
に
出

会
う
人
物
を
生
贄
に
供
す
る
、
と
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
陸
し
た
イ
ド
メ
ネ
オ
が
、
最
初
に
顔
を
合
わ
せ
た
の
は
、
わ
が
子
で

あ
る
イ
ダ
マ
ン
テ
で
あ
っ
た
。
ト
ロ
イ
ア
の
王
女
イ
リ
ア
は
捕
虜
と
し
て
ク
レ
タ
で
繋
が
れ
て
い
た
が
、
王
子
イ
ダ
マ
ン
テ
か
ら
秘
か
に
愛

さ
れ
る
。
他
方
ク
レ
タ
に
身
を
寄
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
本
土
ア
ル
ゴ
ス
の
王
女
エ
レ
ッ
ト
ラ
も
彼
を
愛
し
、
イ
ド
メ
ネ
オ
の
誓
約
を
知
っ
た
ク
レ

タ
の
廷
臣
は
、
彼
女
と
イ
ダ
マ
ン
テ
を
ア
ル
ゴ
ス
へ
避
難
さ
せ
る
よ
う
図
っ
た
。
こ
の
と
き
破
約
に
激
怒
し
た
海
神
が
、
怪
物
を
煽
動
し

て
ク
レ
タ
を
攪
乱
さ
せ
る
。
生
贄
の
奉
納
を
迫
ら
れ
た
イ
ド
メ
ネ
オ
は
、
む
し
ろ
自
己
を
捧
げ
る
こ
と
へ
と
傾
き
、
他
方
怪
物
を
退
治

し
つ
つ
イ
ダ
マ
ン
テ
も
誓
約
に
よ
る
死
を
覚
悟
す
る
。
か
く
し
て
国
王
と
王
子
が
死
に
臨
む
祭
儀
が
開
か
れ
、
王
女
イ
リ
ヤ
も
身
代
わ
り

に
と
叫
ぶ
な
か
で
、
慈
悲
を
求
め
る
合
唱
に
応
え
、
神
託
が
響
き
渡
っ
た
。
イ
ド
メ
ネ
オ
を
救
済
し
、
退
位
さ
せ
る
こ
と
、
イ
ダ
マ
ン
テ

と
イ
リ
ヤ
に
王
位
を
継
承
さ
せ
る
こ
と
を
海
神
が
命
じ
た
の
で
あ
る
。
②

十
一
月
七
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
到
着
し
た
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
に
拝
謁
し
、
カ
ン
バ
ビ
ヒ
一
家
や
ゼ
ー
ア
ウ
伯
爵
の
激

励
を
受
け
な
が
ら
、
委
嘱
さ
れ
た
歌
劇
の
作
曲
と
推
敲
に
専
念
し
た
。
初
演
に
先
立
っ
て
現
地
に
長
期
滞
在
す
る
の
は
、
運
営
や
演
出

の
担
当
者
、
楽
団
員
や
歌
手
と
の
調
整
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
マ
ン
ハ
イ
ム
以
来
の
宮
廷
声
楽
家
ラ
ー
フ
が
主
役
の
国
王
イ
ド
メ
ニ

オ
を
演
じ
、
王
子
に
は
イ
ダ
マ
ン
テ
に
は
テ
ノ
ー
ル
の
プ
ラ
ー
ト
、
王
子
に
恋
す
る
ト
ロ
イ
ア
王
女
イ
リ
ヤ
と
王
子
に
付
き
添
う
ア
ル
ゴ

ス
王
女
エ
レ
ッ
ト
ラ
に
は
ヴ
ェ
ン
ド
リ
ン
グ
家
の
姉
妹
、
す
な
わ
ち
ド
ロ
テ
ー
ア
と
エ
リ
ザ
ベ
ト
が
選
ば
れ
た
。
こ
う
し
た
調
整
の
た
め
ヴ

ァ
レ
ス
ト
に
よ
る
台
本
の
修
正
が
再
三
必
要
と
な
り
、
こ
れ
を
仲
介
し
た
の
が
レ
オ
ポ
ル
ド
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ザ

ル
ツ
ブ
ル
グ
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
父
子
の
書
簡
は
、
著
名
な
歌
劇
の
製
作
過
程
に
つ
い
て
稀
有
な
資
料
と
な
る
。

一
九
七
二
年
刊
行
の
『
新
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
全
集
』
に
お
い
て
『
イ
ド
メ
ニ
オ
』
の
学
問
的
・
批
判
的
ス
コ
ア
を
編
纂
し
た
ア
メ
リ
カ
の

音
楽
学
者
ダ
ニ
エ
ル
・
ハ
ー
ツ
は
、
製
作
過
程
の
精
密
な
研
究
「
名
歌
手
ラ
ー
フ
の
最
後
の
ア
リ
ア
│
ハ
ッ
セ
の
心
情
を
受
け
継
ぐ
モ
ー

ツ
ア
ル
ト
の
牧
歌
」
の
冒
頭
で
主
演
歌
手
に
係
わ
る
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
作
曲
技
法
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
七
八
〇
年
か
ら
一
七
八
一
年
に
至
る
『
イ
ド
メ
ネ
オ
』
の
作
曲
以
前
に
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
、
演
奏
会
用
ア
リ
ア
や
舞
台
芸
術
に
関
し

て
、
し
ば
し
ば
同
時
代
の
名
歌
手
に
作
曲
を
適
合
さ
せ
る
よ
う
苦
心
し
た
。
ま
ず
念
頭
に
浮
ぶ
の
は
、
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
・
マ
ン
ツ
ォ
ー
リ
に
係
わ
る
事
例
で
あ
る
。
一
七
六
四
年
か
ら
一
七
六
五
年
に
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
で
歌
唱
の
指
導
を
受
け
、
以
前
か
ら

そ
の
声
音
を
熟
知
す
る
マ
ン
ツ
ォ
ー
リ
の
た
め
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
祝
典
劇
『
ア
ル
バ
の
ア
ス
カ
ー
ニ
ョ
』
の
主
題
曲
を
書
い
た
。
こ
の
場

合
作
品
の
仕
立
て
は
完
璧
で
あ
っ
た
。〈
仕
立
て
〉
と
は
彼
み
ず
か
ら
が
名
づ
け
た
創
作
の
技
法
で
あ
る
。
歌
劇
『
ミ
ト
リ
ダ
ー
ド
』
に

つ
い
て
一
七
七
〇
年
十
一
月
二
四
日
ミ
ラ
ノ
へ
送
信
さ
れ
た
父
レ
オ
ポ
ル
ド
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
服
を
注
文
し
た
当
人
の
寸
法
を
仕
立
屋



①

D
anielH

eartz,Raaff's
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M
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the
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②

海
老
沢
敏
・
高
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郎
編
『
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
書
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』
第
四
巻
。
四
三
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四
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③

M
ozart,Briefe

und
Aufzeichnungen

G
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tausgabe.Band
III,SS.19-20.

〔
参
照
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海
老
沢
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モ
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ツ
ア
ル
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第
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二
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④

A
rbogast,op.cit.,SS.168-170.
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が
測
る
ご
と
く
、
歌
い
手
の
声
音
を
確
か
め
た
あ
と
に
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
も
意
欲
的
に
作
曲
に
着
手
す
る
。
①

『
イ
ド
メ
ネ
オ
』
に
関
す
る
台
本
修
正
の
依
頼
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
発
し
た
最
初
の
便
り
、
一
七
八
〇
年
十
一
月
八
日
付
書
簡
に

早
く
も
現
れ
る
。
こ
こ
で
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
ド
ロ
テ
ー
ア
・
ヴ
ェ
ン
ド
リ
ン
グ
が
歌
う
王
女
イ
ー
リ
ア
の
ア
リ
ア
に
つ
い
て
、
不
自
然
と

感
じ
る
台
詞
の
修
正
を
宮
廷
司
祭
ヴ
ァ
レ
ス
コ
に
依
頼
す
る
よ
う
父
親
に
求
め
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
た
司
祭
の
改
稿
は
、
レ
オ
ポ
ル
ド

の
同
月
十
一
日
付
返
信
に
同
封
さ
れ
た
。
②

そ
の
四
日
後
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
か
ら
の
支
援
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
テ

ノ
ー
ル
歌
手
ラ
ー
フ
の
ア
リ
ア
に
つ
い
て
も
台
本
の
変
更
を
懇
請
す
る
。

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
一
七
八
〇
年
十
一
月
十
五
日
付
父
親
宛
書
簡ミ

ュ
ン
ヘ
ン
、
一
七
八
〇
年
十
一
月
十
五
日

敬
愛
す
る
父
上
へ

お
手
紙
な
ら
び
に
小
包
す
べ
て
を
た
し
か
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
為
替
を
と
く
に
有
難
く
思
い
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
正
餐
を
自
前
で
摂

ら
ず
に
済
み
ま
す
。
だ
か
ら
理
髪
代
、
鬘
代
、
洗
濯
代
、
そ
れ
に
朝
食
代
の
ほ
か
は
出
費
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
ド
ロ
テ
ー
ア
・
ヴ
ェ
ン
ド
リ
ン
グ
の
）
ア
リ
ア
が
見
違
え
る
よ
う
に
素
晴
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
な
お
ひ
と
つ
だ
け

変
更
を
お
願
い
し
た
く
、
そ
れ
は
ラ
ー
フ
の
た
め
で
す
。
彼
の
主
張
は
い
つ
も
正
し
く
、
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
老
境
の
方
ゆ
え
逆
ら
え

ま
せ
ん
。
ラ
ー
フ
は
昨
日
も
私
の
も
と
へ
き
ま
し
た
。
彼
が
第
一
幕
で
歌
う
ア
リ
ア
を
予
習
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
す
こ
ぶ
る
満
足
の
様
子
で

あ
し
た
。
た
だ
し
、
寄
る
年
波
の
た
め
そ
の
ア
リ
ア
と
同
じ
く
、
第
二
幕
の
ア
リ
ア
、
す
な
わ
ち
「
海
の
果
て
に
も
、
わ
が
胸
に
も
い
ま

ひ
と
つ
海
あ
り
」
で
は
力
強
く
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
第
一
幕
の
ア
リ
ア
で
は
台
本
か
ら
し
て
朗
唱
が
難
し
く
、
第
三
幕
に
は
彼
の

ア
リ
ア
が
含
ま
れ
ぬ
た
め
、
イ
ド
メ
ニ
オ
最
後
の
台
詞
「
お
お
、
幸
せ
な
る
ク
レ
ー
タ
よ
！
お
お
、
幸
せ
な
る
我
よ
！
」
の
あ
と
で
、
四

重
唱
に
替
え
て
朗
々
た
る
ア
リ
ア
を
歌
い
た
い
と
、
ラ
ー
フ
は
言
う
の
で
す
。
た
し
に
こ
こ
で
も
無
益
な
旋
律
を
省
け
ば
、
第
三
幕
が
よ

り
効
果
的
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
第
二
幕
最
後
の
場
で
イ
ド
メ
ネ
オ
は
合
唱
と
合
唱
の
間
で
ひ
と
つ
の
ア
リ
ア
、
よ
り
適
切
な
表
現

で
は
ひ
と
つ
の
朗
唱
を
歌
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
器
楽
を
主
と
す
る
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
を
組
む
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
先
日
ル
グ
ラ
ン

と
合
意
し
た
演
技
と
群
衆
に
よ
っ
て
、
こ
の
場
面
は
当
オ
ペ
ラ
の
も
っ
と
も
美
し
い
情
景
と
な
る
は
ず
で
す
。〔
中
略
〕
エ
リ
ザ
ベ
ト
・
ヴ

ェ
ン
ド
リ
ン
グ
は
自
身
の
ア
リ
ア
ふ
た
つ
を
す
で
に
六
度
も
歌
い
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
ヴ
ェ
ン
ド
リ
ン
グ
姉
妹
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
た

め
書
か
れ
た
ア
リ
ア
を
絶
讃
し
て
い
る
と
、
人
づ
て
に
聞
き
ま
し
た
。
ラ
ー
フ
に
つ
い
て
は
も
っ
と
も
信
頼
し
、
親
密
な
友
人
で
あ
る
こ

と
を
確
言
し
ま
す
。
③

一
七
七
八
年
コ
ン
セ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
へ
の
出
演
を
終
え
て
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
よ
り
も
先
に
パ
リ
を
離
れ
た
ラ
ー
フ
は
、
帰
国
後
テ
オ
ド

ー
ル
の
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
即
位
に
伴
っ
て
マ
ン
ハ
イ
ム
か
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
移
転
し
た
。
す
で
に
六
十
歳
代
半
ば
で
あ
っ
た
が
、
一
七
八
〇

年
謝
肉
祭
オ
ペ
ラ
の
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
宮
廷
副
楽
長
フ
ラ
ン
ツ
・
Ｐ
・
グ
ル
ー
ア
作
曲
の
歌
劇
『
テ
レ
モ
コ
』
で
テ
ノ
ー
ル
歌
手
と

し
て
登
場
し
た
。
④

こ
の
謝
肉
祭
に
関
し
て
ラ
ー
フ
も
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
へ
の
作
曲
依
嘱
を
推
挙
し
た
ひ
と
り
で
あ
り
、
自
身
も
新
た
な



①

海
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歌
劇
の
主
役
と
し
て
抱
負
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
台
本
修
正
の
依
頼
と
応
答
は
、
筋
書

き
の
改
変
や
幾
人
か
の
歌
詞
変
更
を
変
更
を
含
み
、
か
な
り
複
雑
で
あ
る
が
、
右
記
の
書
簡
で
求
め
ら
れ
た
ア
リ
ア
更
新
は
、
レ
オ
ポ

ル
ド
同
月
十
八
日
付
書
簡
に
同
封
さ
れ
た
。
①

し
ば
し
ば
単
独
で
も
朗
唱
さ
れ
る
第
二
幕
イ
ド
メ
ニ
オ
の
ア
リ
ア
で
あ
る
。

Fuordelm
arho

un
m

are
in

seno,

海
の
そ
と
に
も
余
が
胸
に
、
ひ
と
つ
の
海
が
あ
り
、

Che
deiprim

o
è

più
funesto,

荒
れ
る
海
よ
り
さ
ら
に
不
幸
を
招
く
と
こ
ろ
、

E
N

ettuno
ancora

in
questo

海
神
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
こ
こ
に
も
現
れ
、

M
ainon

cessa
m

inacciar.

な
お
も
威
嚇
を
止
ま
ざ
り
し
。

Fiero
N

um
e!dim

m
ialm

eno:

厳
し
き
神
よ
！
せ
め
て
教
え
給
え
。

Se
alnaufragio

è
sìvicino

難
破
に
曝
さ
れ
し
余
の
魂
に
、

Ilm
io

cor,qualrio
destino

い
か
に
無
惨
な
運
命
が

O
rglivieta

ilnaufragar?

破
滅
を
許
さ
ざ
る
か
を
。
②

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
一
七
八
〇
年
十
一
月
十
五
日
付
父
親
宛
書
簡

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
一
七
八
〇
年
十
二
月
一
日

敬
愛
す
る
父
上
へ

リ
ハ
ー
サ
ル
を
き
わ
め
て
調
子
よ
く
で
き
ま
し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
六
箇
だ
け
で
し
た
が
、
管
楽
器
は
必
要
な
だ
け
揃
い
ま
し
た
。

こ
の
日
視
聴
を
許
さ
れ
た
の
は
ゼ
ー
ア
ウ
男
爵
の
妹
君
と
若
い
ザ
ン
ス
ハ
イ
ム
伯
爵
だ
け
で
す
。
八
日
以
内
に
も
う
一
度
第
一
幕
の
リ
ハ

ー
サ
ル
を
す
る
予
定
で
、
今
度
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
倍
加
し
て
十
二
箇
に
し
ま
す
。
つ
い
で
第
一
幕
と
同
じ
よ
う
に
第
二
幕
の
リ
ハ
ー
サ

ル
を
行
い
ま
す
。
み
な
が
ど
れ
ほ
ど
喜
び
、
感
嘆
し
た
か
は
お
伝
え
で
き
ぬ
ほ
ど
で
す
。
予
期
し
た
と
お
り
で
す
。
食
事
に
行
く
よ
う

な
平
静
な
気
持
で
、
私
は
そ
こ
へ
出
向
い
た
の
で
す
。
ザ
ン
ス
ハ
イ
ム
伯
爵
は
申
さ
れ
ま
し
た
。「
あ
な
た
に
多
々
期
待
し
た
こ
と
は
確
か

で
す
が
、
率
直
に
言
え
ば
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
期
待
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」〔
中
略
〕

昨
日
の
朝
ラ
ー
フ
様
が
第
二
幕
の
ア
リ
ア
を
聴
か
せ
に
私
の
と
こ
ろ
へ
ま
た
来
ま
し
た
。
熱
烈
に
愛
す
る
若
者
が
美
し
い
恋
人
に
対
す

る
よ
う
に
、
彼
は
自
分
の
ア
リ
ア
に
強
い
愛
着
を
抱
い
て
い
ま
す
。
夜
眠
る
ま
え
に
歌
い
、
朝
起
き
て
す
ぐ
歌
う
の
で
す
。
こ
し
た
熱
意

を
ま
ず
確
か
な
筋
か
ら
伝
え
ら
れ
、
こ
の
日
彼
か
ら
じ
か
に
聴
き
ま
し
た
。（
厩
舎
長
官
）
フ
ィ
ー
デ
エ
ッ
ク
様
と
（
宮
中
顧
問
官
）
カ

ス
テ
ル
様
に
ラ
ー
フ
は
申
し
ま
し
た
。「
レ
ス
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
で
も
ア
リ
ア
で
も
役
柄
に
会
う
よ
う
変
え
る
習
性
が
自
分
に
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
た
び
頂
い
た
作
曲
は
い
さ
さ
か
も
変
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
音
符
が
私
の
歌
声
に
即
応
す
る
か
ら
で
す
。
」

要
す
る
に
ラ
ー
フ
様
は
王
侯
の
ご
と
く
ご
満
悦
で
す
。
③

ヴ
ァ
レ
ス
コ
に
よ
る
再
度
の
改
稿
も
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ラ
ー
フ
の
反
感
が
次
第
に
募
る
。
モ
ー
ツ
ア

ル
ト
が
ヴ
ァ
レ
ス
コ
を
弁
護
し
始
め
る
と
、
彼
は
台
本
や
作
曲
の
担
当
者
を
無
力
と
非
難
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
彼
の
不
満
が
と
く
に
昂

じ
た
の
は
、（
第
三
幕
第
三
場
の
）
四
重
唱
に
お
け
る
己
れ
の
役
割
で
、
そ
こ
で
は
朗
唱
で
き
な
い
か
ら
あ
る
。
す
で
に
（
第
二
幕
の
ア

リ
ア
）
〈
海
の
そ
と
に
も
〉
の
歌
詞
に
つ
い
て
も
ラ
ー
フ
は
異
議
を
挟
み
、
そ
の
ま
ま
で
は
彼
の
声
音
に
は
無
理
で
あ
る
た
め
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
に
お
い
て
コ
ロ
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
を
要
し
な
い
歌
詞
に
変
え
ら
れ
て
い
た
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
父
子
の
要
求
に
苛
立
つ
ヴ
ァ
レ
ス
コ
か
ら
、
さ
ら

な
る
怒
り
を
浴
び
る
覚
悟
を
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
当
初
覚
悟
し
た
。
「
最
後
の
ア
リ
ア
に
つ
い
て
」
と
一
七
八
〇
年
十
二
月
二
七
日
付
書
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簡
で
彼
は
難
点
を
指
摘
す
る
。
「
ラ
ー
フ
は
歌
詞
に
強
い
不
満
を
抱
い
て
い
ま
す
。vinvigorir

（
甦
え
る
）
│ringiovenir

（
若
返
ら
せ

る
）
│
さ
ら
にvienm

i
a

rinvigorir

（
わ
れ
を
甦
え
さ
せ
る
）
と
五
つ
のi

が
続
く
の
で
す
。
ア
リ
ア
の
終
結
に
お
い
て
た
し
か
に
こ

れ
は
非
常
に
耳
障
り
で
す
。
こ
の
歌
詞
に
よ
る
ア
リ
ア
を
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
が
創
り
始
め
た
か
否
か
は
不
詳
で
あ
る
。
歌
詞
へ
の
同
意
を
得

た
う
え
で
、
彼
は
楽
想
を
練
り
、
ラ
ー
フ
に
聴
か
せ
た
は
ず
で
あ
る
。〔
中
略
〕
同
月
三
十
日
の
書
簡
に
は
新
た
な
提
案
が
示
さ
れ
る
。

「
他
方
ラ
ー
フ
は
メ
タ
ス
タ
ー
ジ
ョ
の
脚
本
に
よ
る
歌
劇
『
ジ
ュ
ピ
タ
ー
神
の
誕
生
』
の
な
か
に
こ
の
場
面
に
相
応
し
い
ア
リ
ア
を
発
見

し
ま
し
た
。
祝
賀
の
ア
リ
ア
で
あ
っ
て
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
ア
リ
ア
は
〈
敬
慕
す
る
天
を
仰
い
で
、
善
良
な
る
魂
た
ち

よ
、・
・
・
〉
ラ
ー
フ
は
こ
の
歌
詞
に
作
曲
す
る
よ
う
私
に
求
め
る
の
で
す
。
だ
れ
に
も
判
ら
な
い
し
、
断
る
必
要
も
な
い
で
し
ょ
う
。

三
た
び
ア
リ
ア
を
書
き
直
す
こ
と
を
宮
廷
司
祭
に
頼
む
の
が
至
難
の
業
で
あ
る
と
、
ラ
ー
フ
も
充
分
承
知
す
る
か
ら
で
す
。
①

歌
劇
の
山
場
に
他
の
脚
本
家
に
よ
る
台
詞
を
流
用
す
る
こ
と
が
、
現
代
で
は
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
か
っ
て
は
有
名
歌
手
に
顕
示

を
誇
示
さ
せ
る
た
め
に
し
ば
し
ば
黙
認
さ
れ
た
。
見
せ
場
に
お
い
て
一
月
三
日
付
書
簡
に
至
り
、
よ
う
や
く
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
ラ
ー
フ

も
納
得
す
る
歌
詞
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
過
酷
な
運
命
を
克
服
し
、
生
命
と
安
寧
を
取
り
戻
す
掉
尾
で
、
主
役
イ
ド
メ
ニ
オ

は
ア
リ
ア
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
歌
う
の
で
あ
る
。

Tourna
la

pace
alcore,

心
に
平
安
が
復
し
、

Tourna
lo

spento
ardore

;

衰
え
し
熱
情
戻
り
き

Fiorsce
in

m
e

l'eta.

余
に
も
若
さ
が
甦
え
る
。

Talla
stagion

diLora

か
く
も
花
の
女
神
フ
ロ
ー
ラ
の
季
節
は
、

L'albero
annoso

infiora,

老
い
た
る
樹
に
花
を
咲
か
せ
、

N
uovo

vigorglida.

新
た
な
力
を
与
え
る
。

②

こ
う
し
た
歌
詞
は
レ
オ
ポ
ル
ド
の
散
佚
し
た
書
簡
で
元
旦
に
ラ
ー
フ
の
ア
リ
ア
と
し
て
提
示
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
実
は
ヴ
ァ
レ
ス
コ

さ
ん
い
つ

自
身
の
改
稿
で
は
な
く
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
で
な
さ
れ
た
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
。〈
心
に
は
平
安
が
帰
り
、〉
以
下
の
全
六
行
は
、
す
で
に
一

七
五
九
年
パ
ル
マ
で
初
演
さ
れ
た
カ
ル
ロ
・
Ｉ
・
フ
ル
ゴ
ー
ニ
脚
本
、
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
ト
ラ
エ
ッ
タ
作
曲
の
歌
劇
『
イ
ッ
ポ
ー
リ
ト
と
ア

リ
ー
チ
ャ
』
に
現
れ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
宮
廷
の
音
楽
家
た
ち
に
も
こ
の
作
品
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
と
も
あ
れ
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
こ
の
歌

詞
に
即
し
た
ア
リ
ア
作
成
に
心
砕
き
、
ラ
ー
フ
が
歌
う
べ
き
旋
律
を
急
ぎ
書
き
始
め
る
。
③

前
年
の
十
一
月
二
七
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
女
帝
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
が
逝
去
し
、
当
初
予
定
さ
れ
た
『
イ
ド
メ
ネ
オ
』
の
初
演
も
延

期
さ
れ
る
な
か
で
、
一
月
十
三
日
第
三
幕
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
内
容
の
構
成
に
大
規
模
な
転
換

を
断
行
し
た
。
す
な
わ
ち
第
三
幕
に
含
ま
れ
る
第
九
場
イ
ダ
マ
ン
テ
の
ア
リ
ア
、
第
十
場
エ
レ
ッ
ト
ラ
の
ア
リ
ア
、
最
終
場
イ
ド
メ
ネ
オ

の
ア
リ
ア
を
を
は
じ
め
、
台
詞
に
し
て
全
三
幕
約
一
六
〇
行
が
一
挙
に
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
一
七
八
一
年
一
月
十
八
日
付
父
親
宛
書
簡

・
・
・
第
三
幕
の
リ
ハ
ー
サ
ル
は
美
事
に
遂
行
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
ふ
た
つ
の
幕
よ
り
は
る
か
に
優
れ
て
い
る
と
み
な
が
認
め
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ま
し
た
。
し
か
し
、
か
ね
て
私
が
懸
念
し
た
と
お
り
、
も
と
も
と
の
歌
詞
が
多
過
ぎ
て
、
そ
の
結
果
音
楽
も
長
過
ぎ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

イ
ダ
マ
ン
テ
の
ア
リ
ア
〈
い
い
え
、
私
は
死
を
怖
れ
な
い
〉
を
削
除
し
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
場
違
い
の
部
分
で
す
。
た
だ
そ
の

曲
を
聴
い
た
人
た
ち
は
消
し
た
の
を
残
念
が
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ー
フ
最
後
の
ア
リ
ア
も
同
様
で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
一
層
惜
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
細
部
に
拘
ら
ず
、
大
局
を
見
透
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
神
託
の
宣
告
も
長
過
ぎ
、
こ
れ
も
短
縮
し
ま
し
た
。・
・
・
①

女
帝
へ
の
服
喪
の
た
め
再
度
延
期
さ
れ
た
歌
劇
『
イ
ド
メ
ネ
オ
』
は
、
一
七
八
一
年
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
誕
生
日
で
あ
る
一
月
二
七
日

に
総
稽
古
が
、
そ
し
て
謝
肉
祭
の
同
月
二
九
日
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
宮
廷
の
（
キ
ュ
ヴ
ィ
リ
エ
ー
劇
場
）
で
初
演
が
行
わ
れ
る
。
父
レ
オ
ポ
ル
ド
は

姉
ナ
ン
ネ
ル
を
伴
っ
て
一
月
二
五
日
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
を
出
立
し
た
。
こ
の
新
作
は
一
月
二
九
日
に
つ
い
て
二
月
三
日
と
三
月
三
日
に
再
演

さ
れ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
国
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
初
演
用
冊
子
を
抄
訳
す
る
。

歌
劇

イ
ド
メ
ニ
オ

バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
カ
ー
ル
・
テ
オ
ド
ー
ル
様
の
高
配
に
よ
り
、

一
七
八
一
年
謝
肉
祭
に
お
い
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
新
宮
廷
歌
劇
場
（
キ
ュ
ヴ
ィ
リ
エ
ー
劇
場
）
で
上
演

脚
本

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
宮
廷
礼
拝
堂
主
任
司
祭
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ヴ
ァ
レ
ス
コ

作
曲

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
宮
廷
音
楽
家
、
ボ
ロ
ー
ニ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
会
員

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲
『
歌
劇

イ
ド
メ
ニ
オ
』

初
演

一
七
八
一
年
一
月
二
九
日

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
新
宮
廷
歌
劇
場

指
揮

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
カ
ン
ナ
ビ
ヒ

配

役

イ
ド
メ
ニ
オ
（
ク
レ
ー
タ
の
王
）

テ
ノ
ー
ル

・
・
・
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ

イ
ダ
マ
ン
テ
（
イ
ド
メ
ニ
オ
の
息
子
）
テ
ノ
ー
ル
・
・
・
ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
ツ
ォ
デ
ル
・
プ
ラ
ー
ト

イ
ー
リ
ア
（
ト
ロ
イ
ア
王
プ
リ
ア
モ
ス
の
王
女
）
ソ
プ
ラ
ノ
・
・
・
ド
ロ
テ
ー
ア
・
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ン
グ

エ
レ
ッ
ト
ラ
（
ア
ル
ゴ
ス
の
王
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
の
王
女
）
ソ
プ
ラ
ノ
・
・
・
エ
リ
ザ
ベ
ト
・
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ン
グ

ア
ル
バ
ー
チ
ェ
（
王
の
腹
心
）
テ
ノ
ー
ル
・
・
・
ド
メ
ニ
コ
・
デ
・
パ
ン
ツ
ァ
ッ
キ

ポ
セ
イ
ド
ン
の
大
祭
司

テ
ノ
ー
ル
・
・
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ヴ
ァ
レ
ー
ジ

天
の
声
（
神
託
）

以
上
の
よ
う
な
製
作
の
経
緯
に
よ
っ
て
歌
劇
『
イ
ド
メ
ネ
オ
』
の
楽
譜
は
複
雑
で
あ
る
。
印
刷
さ
れ
た
冊
子
と
し
て
は
ヴ
ァ
レ
ス
コ
の

台
本
を
忠
実
に
記
載
し
た
版
本
、
初
演
に
際
し
て
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
に
よ
る
改
変
と
短
縮
を
閲
し
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
最
終
稿
、
さ
ら
に
は
一
七

八
六
年
ウ
イ
ー
ン
の
お
け
る
上
演
の
た
め
編
ま
れ
た
改
訂
稿
が
存
在
す
る
。
こ
の
ほ
か
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
バ
イ
エ
ル
ン
の
国
立
図
書
館
に

は
自
筆
楽
譜
や
筆
者
ス
コ
ア
が
保
存
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
検
討
し
て
音
楽
学
者
ハ
ー
ツ
は
、
一
九
七
二
年
『
新
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

全
集
』
の
一
巻
と
し
て
学
問
的
・
批
判
的
楽
譜
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
に
依
拠
し
て
一
九
七
五
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
キ
ュ
ヴ
ィ
リ
エ
劇
場
で
ヴ

ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
サ
ヴ
ァ
リ
ッ
シ
ュ
の
指
揮
に
よ
り
、
ま
た
一
九
八
〇
年
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
歌
劇
場
で
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
の
指

揮
に
よ
っ
て
上
演
が
な
さ
れ
、
世
界
的
な
〈『
イ
ド
メ
ネ
オ
』
ル
ネ
サ
ン
ス
〉
を
覚
醒
さ
せ
た
。


